


　

訓
練
は
、
福
島
県
消
防
協
会

東
白
川
支
部
及
び
白
河
支
部
、

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防

本
部
、
矢
祭
町
の
主
催
、
福
島

県
県
南
地
方
振
興
局
の
共
催
の

も
と
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
影
響
で
大
雨
と
な
り
土
砂

災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い

る
な
か
、
令
和
４
年
10
月
９
日

（
日
）
午
前
９
時
２
分
頃
、
福

島
県
沖
を
震
源
と
す
る
大
規
模

地
震
が
発
生
し
、
地
震
の
規
模

は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.7
、
矢
祭

町
で
は
震
度
６
弱
と
発
表
さ

れ
、
町
内
各
地
で
は
土
砂
災

害
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
等
に

よ
り
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生

し
て
お
り
、
さ
ら
に
電
気
、
水

道
及
び
通
信
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
施
設
に
も
か
な
り
の
被
害

が
で
て
い
る
模
様
と
の
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
に
は
大
勢
の
見

物
客
が
訪
れ
、
真
剣
な
表
情
で

訓
練
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
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令
和
４
年
10
月
９
日
（
日
）、
矢
祭
町
を
会
場
に
災

害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
の
円
滑
化
を
期
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
防
災
に
関
す
る
理
解
と
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
４
年
度
県
南

地
方
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
、
県
南
地
方
８
市

町
村
な
ど
か
ら
、
市
町
村
長
及
び
消
防
団
長
等
関
係

者
各
位
が
参
加
し
、
参
加
者
は
災
害
時
の
迅
速
な
対

応
を
確
認
し
合
う
と
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
、
本

番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

大
規
模
地
震
発
生

矢
祭
で
震
度
６
弱

県
南
地
方
総
合
防
災
訓
練

大
規
模
地
震
発
生　

そ
の
と
き
、
町
で
は
・
・
・

【路上倒木撤去訓練及び倒壊建物救出訓練】
　路上の倒木撤去及び倒壊建物内に取り残された住民の救
出訓練。

【避難所開設・運営訓練】
　指定避難所の開設、避難者の受入を実施するとともに、福
祉避難所の受入態勢を準備し、要援護避難者の受入を実施。

【ドローンによる被害状況確認】
　町内の電力供給施設の災害状況の偵察を実施し、把握し
た被害状況を災害対策本部へ報告及び迅速な復旧作業訓練。

【建物火災防御訓練】
　建物火災において消火栓及び防火水槽が地震により使用不能、
付近に河川等もない想定のもと、消火水運搬による放水訓練。

【一斉放水消火訓練】
　建物火災が隣接する建物に燃え移り延焼範囲が広
がっている想定のもと、簡易水槽及び河川から揚水
し一斉に放水する訓練を実施。



やまつりこども園秋季運動会
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や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
秋
季
運
動

会
が
、令
和
４
年
10
月
１
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
や
ま
つ
り
こ

ど
も
園
園
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た

幼
児
教
育
部
（
３
〜
５
歳
）
の
園

児
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿
で
入
場
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
の
紅
白
応
援
合
戦
の

の
ち
、
第
１
種
目
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

体
操
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
し
、
学
年
別
の
種
目
「
よ
ー
い

ど
ん
！
」
や
リ
ズ
ム
種
目
の
「
ど

う
ぶ
つ
で
ん
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た 

」「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
！
！
」

「
虹
」、
３
歳
児
に
よ
る
「
お
お
き

く
な
あ
れ
！
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
」、
４
歳
児
に
よ
る
「
お
む
す

び
Ｇ
Ｅ
Ｔ
だ
ぜ
」、
５
歳
児
に
よ

る
「
紅
白
リ
レ
ー
」
な
ど
全
14
種

目
を
行
い
、
各
種
目
に
お
い
て
園

児
た
ち
の
笑
い
声
や
保
護
者
の
方

の
歓
声
が
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
園

庭
を
包
み
ま
し
た
。

１．開会式ではじめのことばを述べる２名の園児／２．
ディズニー体操（全園児・体操）／３．おおいのはどっ
ち？（４・５歳児・団体）

４．おかりしま～す！！
（５歳児・親子個人）／５．
どうぶつでんしゃがやっ
てきた（３歳児・リズム）
／ ６．Good Lucky ！！
（４歳児・リズム）

７．おおきくなあれ！はらぺこあおむし（３歳児・個人）
／８．虹（５歳児・リズム）／９．紅白リレー（５歳児・
団体）

３

２

１

８９

７

５ ６

４



ま
ち
の
財
政
を
公
表
し
ま
す

67

指標名

矢祭町の比率（3ヵ年平均）
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準令和3年度 令和2年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 3.2 2.6 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
令和3年度 令和2年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

３年度健全化判断比率等の公表

◆上記２つの表のとおり、本町の各指標はいずれも国の基準を下回っております。
　また、令和 3年度指標は令和 2年度指標から微増であり、引き続き財政状況は
　健全に運営されているものと判断できます。

　

町
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
広
報
に
て
公
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
３
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
指
標
は
令
和
２
年
度
指
標
を
維
持

令
和
４
年
度
一
般
会
計
上
半
期

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
９
月
末
ま
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
歳
出
は
、
農
林
水
産
業
費
に
お
い

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
米
の
流
通
が

滞
り
、
米
価
低
下
に
伴
う
令
和
４
年
度

産
米
（
主
食
米
の
み
）
に
取
り
組
む
生

産
者
に
種
も
み
代
の
一
部
を
助
成
す
る

補
助
金
６
０
０
万
円
を
計
上
し
た
ほ

か
、
商
工
費
に
お
い
て
、
原
油
価
格
高

騰
、
物
価
高
に
伴
う
生
活
支
援
、
町
内

事
業
者
支
援
の
た
め
前
年
同
様
に
プ
レ

ミ
ア
率
１
０
０
％
（
昨
年
度
応
募
者
数

に
合
わ
せ
販
売
数
増
）
の
商
品
券
を
８

月
よ
り
販
売
す
る
た
め
に
関
係
委
託
料

１
億
７
６
４
万
円
、
地
産
地
消
宿
泊
プ

ラ
ン
事
業
助
成
金
２
８
０
万
、
産
地
地

消
メ
ニ
ュ
ー
開
発
・
提
供
事
業
助
成
金

50
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
事
業
所
改
良
事
業
助
金
２
０
０
万

円
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
整
備
事
業
補
助

金
２
０
０
万
円
、
昨
年
度
、
新
型
コ
ロ

補
正
予
算
第
２
号
（
７
月
専
決
）

補
正
予
算
額
２
３
６
万
１
千
円

歳入
58億
5,300 万円

町税
8億 7,700 万円
15％

地方交付税
20 億 3,900 万円

35％

国県支出金
11億 1,400 万円
19％

繰入金
2億 9,100 万円

5％

町債
5億 3,700 万
9％

その他
2億 3,000 万円

4％

地方譲与税等
2億 7,600 万円

5％

繰越金
4億 8,900 万円

8％
歳出
50億

9,300 万円

物件費
7億 7,800 万円
15％

補助費
8億 2,700 万円
16％

人件費
7億 6,900 万円
15％

積立金
4億 900 万円
8％

普通建設事業費
5億 5,200 万円

11％

扶助費
3億 8,800 万円

8％

繰出金
2億 8,200 万円

6％

公債費
8億 2,300 万円

16％

維持補修・災害復旧費
2億 6,500 万円

5％

補
正
予
算
第
１
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
１
億
７
，
８
３
６
万
９
千
円

補
正
予
算
第
３
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
４
億
１
，
３
６
２
万
４
千
円

令和３年度

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
に
な
っ
た
コ
ー
ド
Ｆ
‐
10
が
行
わ
れ

る
た
め
参
加
者
ノ
ベ
ル
テ
ィ
１
万
個
分

91
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
費
に
お
い
て
、
小
学
校
駐

車
場
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
工
事
・
小
学
校

支
障
木
伐
採
の
工
事
請
負
費
と
し
て

69
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
負
担
金
３
０
６
万
３
千

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

７
１
０
万
７
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
域
創
生
臨
時

交
付
金
１
億
９
１
５
万
１
千
円
を
計

上
し
た
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
３
，

９
３
９
万
６
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

光
熱
水
費
等
の
支
援
、
物
価
高
騰
生
活

困
窮
世
帯
助
成
金
４
０
０
万
円
、
教
育

費
に
お
い
て
、
こ
ど
も
園
校
門
近
く
に

あ
る
サ
ク
ラ
３
本
伐
採
工
事
請
負
費

33
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
費
補
助
金
87
万
２
千
円

を
増
額
し
た
ほ
か
、
県
支
出
金
に
お
い

て
、
物
価
高
騰
対
応
生
活
困
窮
世
帯
緊

急
補
助
事
業
補
助
金
１
４
５
万
９
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

を
計
上
し
た
ほ
か
、
観
光
費
に
お
い

て
、
戸
津
辺
の
桜
第
２
駐
車
場
整
備

工
事
に
お
け
る
測
量
設
計
委
託
料

３
１
８
万
２
千
円
、
消
防
費
に
お
い

て
、
指
定
避
難
所
と
さ
れ
て
い
る
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
L
P
ガ
ス
発
電
機
修

繕
費
75
万
７
千
円
、
県
南
地
方
総
合
防

災
訓
練
会
場
整
備
手
数
料
70
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
衛
生
費
に
お
い

て
、
国
県
支
出
金
等
返
還
金
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
99
万
９
千
円
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

３
，
６
０
３
万
９
千
円
等
を
計
上
し
ま

し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

１
，
１
８
８
万
１
千
円
を
増
額
、
県

支
出
金
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
派
遣
事
業
委
託
金

２
２
６
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
に
お
い
て
、
森
林
環
境

譲
与
税
４
５
２
万
８
千
円
、
繰
越
金

に
お
い
て
、
前
年
度
繰
越
金
４
億
８
，

１
６
８
万
５
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

ま
し
た
。

■
歳
出
は
、
総
務
費
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

業
績
不
振
の
た
め
一
般
社
団
法
人
矢
祭

振
興
公
社
へ
の
指
定
管
理
委
託
料
１
，

７
８
５
万
円
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
金
１
億
６
，
０
０
０
万
円
、
減
債
基

金
へ
の
積
立
金
１
億
５
，
１
０
０
万
円

■
歳
出
は
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
電
気
や



「地方公務員法」及び「矢祭町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員数・給与・
勤務条件・定員管理などについてお知らせします。
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支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

543,307 円
（15.1％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

732,064 円
（20.3％）

医療費・学費
【扶助費】

274,571 円
（7.6％）

貯金の取崩し
【繰入金】

179,124 円
（5.0％）

ローン返済
【公債費】

581,316 円
（16.2％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

300,567 円
（8.3％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

390,502 円
（10.8％）

貯金利子など
【雑入等】

118,511 円
（3.3％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

550,102 円
（15.4％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

1,939,468 円
（53.9％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

584,833 円
（16.2％）

銀行などからの借入
【町債】

330,266 円
（9.2％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

176,486 円
（4.9％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

199,315 円
（5.5％）

貯金など
【積立金・貸付金】

299,568 円
（8.3％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 6億6,109万7千円 6億3387万6千円 国保世帯数▶ 795 世帯　被保険者数▶1,272人　

工場団地造成事業特別会計 119万7千円 92 万 5千円 造成地の草刈等

宅地造成事業特別会計 1,450万7千円 192 万 7千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 3,062万5千円 2,997万4千円 排水人口▶403 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 6億6,164万円 5億4,522万3千円
要介護認定者数▶ 302 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 2,086 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 1,050 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億4,806万8千円 1億4,792万7千円 被保険者数▶ 1,110 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 315万2千円 20万1千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 26区画

水  道  事  業  会  計
収益的収入 資本的支出 給水世帯数▶ 1,933 件　人口▶ 5,005 人　

給水普及率▶ 92.7％1億5,320万9千円 2億 547万 1千円

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
令和３年 令和 4年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 2 1 3 1 一部事務組合派遣による増（自立総務課付）
税　　務 4 4 0
民　　生 1 0 9 ▲ 1 内部異動による減
衛　　生 5 4 ▲ 1 欠員不補充による減
農林水産 5 6 1 新採用による増
商　　工 1 1 0
土　　木 4 4 0
小　　計 4 2 4 2 0

特別行政
部　　門

教　　育 1 5 1 5 0

小　　計 1 5 1 5 0

公営企業等
会計部門

水　　道 1 1 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 3 3 0

小　　計 4 4 0

合　　計
61

［75］
61
［75］

0
［0］

26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

一般行政 職員数 49 52 54 51 55 52 53 57 57

公営企業等 職員数 9 8 8 8 6 5 4 4 4

計 職員数 58 60 62 59 61 57 57 61 61

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分

■職員の分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）

町の財政（令和３年度一般会計決算）を
年収３６０万円家庭の家計簿に置き換えると

令和３年度特別会計決算
■みなさんの生活に直結した事業を特別会計・企業会計で行っています

■部門別職員数の状況と主な増減理由（令和4年 4月 1日現在）

職員の任免及び職員数に関する状況

1



区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 13人
その他の研修 22人

計 35人

■職員の研修の状況（令和３年度）

区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 令和３年度支給割合

  ６月期　 1.525月
12月期　 1.525月

計 3.05月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

■特別職の報酬等の状況（令和 4年 4月 1日現在）

令和３年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.250月
2.35月

6月 0.95月
1.90月

12月 1.100月 12月 0.95月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

■期末手当・勤勉手当（令和３年度）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 10人 17.9％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 17人 30.3％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 10人 17.9％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 6人 10.7％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 7人 12.5％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 6人 10.7％

合計 56人 100％

■一般行政職の級別職員数の状況（令和 4年 4月 1日現在）＊指導主事除く

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 186,500 円 198,100 円
高校卒 153,900 円 162,400 円

■職員の初任給の状況（令和 4年 4月 1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39.50歳 287,110円 313,184円

■職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和 4年 4月 1日現在）

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

令和３年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

令和４年度 57人 2億 593万 8千円 3,344万 4千円 7,874万 2千円 3億 1,812万 4千円 558万１千円 605万円

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 住民基本台帳人口
（令和３年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

令和2年度の人件費率

令和３年度 令和4年 3月 31日現在
5,423人 50億 8,916万 8千円 6億 2,177万 7千円 7億 6,586万 6千円 15.04％ 13.20％

■人件費の状況（普通会計決算）

職員の給与の状況
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期
日
前
・
選
挙
当
日
の

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
に
選
挙
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
投
票
立
会
人
希

望
者
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
き
、

実
際
の
選
挙
の
際
に
投
票
立
会
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

投
票
立
会
人
を
選
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
役
割
】　

投
票
立
会
人
は
、
投
票

　

事
務
の
執
行
が
公
正
か
つ
適
正

　

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

　

る
役
割
を
担
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

次
の
す
べ
て
に
該

　

当
す
る
方

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

②
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
方

③
公
職
選
挙
法
第
11
条
に
規
定
す

　

る
「
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を

　

有
し
な
い
者
」
で
は
な
い
方

④
町
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第

　

３
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方

【
種
類
】

①
期
日
前
投
票
立
会
人

②
当
日
投
票
立
会
人

【
報
酬
】

①
期
日
前
投
票
立
会
人
▼
９
，
５

　

０
０
円

②
当
日
投
票
立
会
人
▼
１
０
，
７

　

０
０
円

【
応
募
期
間
】　

通
年

【
問
い
合
わ
せ
】　

矢
祭
町
選
挙
管

　

理
委
員
会
事
務
局
（
自
立
総
務

　

課
内
）
☎
４
６
‐
３
１
３
１　

　

そ
の
他
詳
細
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

矢祭町介護予防教室「わんあっぷ」

矢祭山ウォーキングイベント
【日程】
令和４年１１月１１日（金）
【時間】
１３時３０分～１５時００分
【定員】
３０名
【集合場所】
矢祭山鮎の里公園（矢祭山親水広場） 
【講師】
渡邉哲氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【持ち物】
動きやすい恰好・水分・杖（必要な方）
【内容】
①１時間程度のウォーキングを予定しています
　（雨天時内容変更）
②紅葉を見ながら歩きます
③少しアップダウンがあります

【参加申し込み・お問い合わせ】
矢祭町保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当▶石井俊恵）☎４６‐４５８１
※お申し込みは先着順となります。
※新型コロナ感染症対策のご協力をお願いいたします。（アルコール消毒、マスク着用など）
※２５日（金）の内容は①、②どちらも同じです。なお、前半のみ送迎対応可能、申込時予約）

バランス能力アップトレーニング講座
【日程】
令和４年１１月２５日（金）
【時間】
①１３時３０分～１４時３０分（前半）
②１４時４５分～１５時４５分（後半）
【定員】
各回２０名
【会場】
矢祭町保健福祉センター大会議室 
【講師】
菅井走氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【持ち物】
水分、動きやすい格好、やまっぴーカード
【内容】
①バランス能力チェック
②なぜ人は転ぶのか？筋力？年齢？
③簡単バランスアップトレーニング

参
加
費
無
料

各
回
先
着
順



　

今
大
会
で
34
回
目
と
な
る
市
町

村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）。
今
年
で

33
回
目
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
な
る
矢

祭
チ
ー
ム
の
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・

実
行
委
員
は
、
11
月
20
日
（
日
）

の
大
会
本
番
に
向
け
て
学
校
や
仕

事
の
後
に
集
ま
り
、
矢
祭
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ロ
ー
ド
な
ど
で
厳

し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
中
学
生
選
手

が
多
く
、
今
回
か
ら
新
た
に
加

わ
っ
た
選
手
が
刺
激
と
な
り
、
良

い
競
争
関
係
が
生
ま
れ
、
ベ
テ
ラ

ン
の
一
般
選
手
た
ち
も
な
か
な
か

練
習
に
は
参
加
で
き
な
い
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
先
輩
選

手
た
ち
の
想
い
を
後
輩
選
手
に
う

ま
く
伝
え
、
チ
ー
ム
を
活
気
づ
け

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
目
指
す
は
町
の
部
入

賞
。
故
郷
の
誇
り
と
チ
ー
ム
の
伝

統
を
胸
に
、
県
庁
へ
の
道
を
全
力

で
駆
け
抜
け
、
１
本
の
襷
を
つ
な

ぎ
ま
す
。

県
庁
ま
で
の
16
区
間
を

23
選
手
で
挑
む

鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

鈴木貴史
さいたま市消防局

高橋竜一
デロイトトーマツコンサルティング

藤井丈一郎
藤井工業

山下知也
矢祭中学校教諭

菊池拓哉
東京消防庁

菊池竜馬
国士館大学４年

藤田剛志
矢祭町役場

本田真仁
矢祭中学校３年

篠田日向
学法石川高校１年

本多涼介
修明高校１年

鈴木修宏
白河消防本部

ふくしま駅伝矢祭町チーム選手紹介　
【令和４年 11月 20 日（日）午前７時 40分　しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場　START】

石井洸次郎
矢祭中学校３年

緑川侑真
白河高校２年

藤澤輝星
矢祭中学校１年

本田大翔
矢祭中学校１年

鈴木佑歩
矢祭中学校２年

近内玲奈
矢祭中学校１年

近内彩花
矢祭中学校３年

浅見凛
矢祭中学校１年

本田朱莉
矢祭中学校１年

矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」・

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

令
和
４
年
10
月
14
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木

丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
、体
育
館
及
び
校
庭
に
て
「
ピ

ン
ポ
ン
玉
リ
レ
ー
」、「
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
」、「
く
じ
引
き
競
走
」「
全

員
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
15
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘

祭
（
文
化
祭
）」
で
は
、
第
Ⅰ
部
学

習
発
表
会
（
ピ
ア
ノ
連
弾
、
青
空

ク
ラ
ブ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
自

作
動
画
発
表
）、
第
Ⅱ
部
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
（
各
ク
ラ
ス
ご
と
）、
第
Ⅲ

部
有
志
発
表
（
全
４
組
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
規
模
縮
小
と
入
場
制
限
が

さ
れ
て
い
る
中
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ス
が
一
丸
と

な
っ
て
同
じ
目
標
に
臨
む
姿
に
来

場
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

１．真剣にシュートを狙う生徒／２．くじ引き競走で縄跳びをしながらゴールを目指す生徒／３．「全
員リレー」で白熱した走りを見せる生徒たち／４．展示された生徒の作品を見学する来場者／５．素
晴らしい歌声が響き渡った「合唱コンクール」／６．有志発表でダンスを披露する特設水泳部の生徒
たち／７．並木丘祭のラストを飾ったサッカー部の生徒たちによる有志発表

１

７６

５４

３

２

pickup topics
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オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン
接
種

＝
年
内
完
了
を
予
定

　

接
種
券
と
日
程
の
入
っ
た
予
約

券
を
基
礎
疾
患
等
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
対
象
者
全
員
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

年
内
に
対
象
者
全
員
が
接
種
で
き

る
日
程
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
受
け
な
い
方
・
日
程
変

更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
コ
ロ
ナ

専
用
ダ
イ
ア
ル
☎
０
２
４
７
‐

４
６
‐
３
７
５
０
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
予
約
人
数
で
ワ
ク
チ
ン
を
準
備

　

す
る
た
め
、
必
ず
連
絡
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

15

月日 曜日 受付時間

11 月 1 日 火 13：00 ～ 14：45

11 月 3日 木 9：00 ～ 14：45

11 月 15 日 火 13：00 ～ 14：45

11 月 20 日 日 9：00 ～ 14：45

11 月 29 日 火 13：00 ～ 14：45

 12 月 11 日 日 9：00 ～ 14：45

12 月 13 日 火 13：00 ～ 14：45

12 月 20 日 火 13：00 ～ 14：45

■１１月以降の接種予定一覧

■使用ワクチン一覧

小柳里
り お な

桜奈ちゃん 佐藤蒼
あ お

桜くん 大竹陽
はるた

太くん 金澤蕾
らいか

嘩ちゃん

鴫原奏
かなと

斗くん 小松世
せ な

菜ちゃん松本唯
いちか

愛ちゃん酒井菱
りょうすけ

丞くん

３歳児健診のむし歯なしは１２人中１２人でした
※むし歯にならないために、家庭で気をつけていることについてお母さんたちに伺いました

（希望者のみ掲載）

甘いものを食べたらお茶を飲
むようにして、毎日の仕上げ
磨きも欠かさないようにして
います。

甘いものを食べたときには、
水かお茶を飲むようにしてい
ます。

食後（おやつ後）はお茶を飲
むようにし、むし歯にならな
いよう気をつけています。

ジュースよりはお茶をよく飲
ませています。食べる時間は
だらだらにならないように短
い時間で切り上げます。

お菓子を食べた後は、麦茶を
飲ませたり、仕上げ磨きを欠
かさないようにしています。

甘いものを食べた後は、水や
お茶を飲むようにしていま
す。

むし歯にならないよう甘い
ジュースなどは控えて、麦茶
などを飲ませるように気をつ
けています。

むし歯にならないように毎日
の仕上げ磨きを行っていま
す。

都丸芽
め い

彩ちゃん 古市　紬
つむぐ

くん 菊池美
み ゆ は

優生ちゃん 増子こころくん

甘いものを食べ過ぎないよう
にしています。お菓子等を食
べた後にお茶を飲んだり、口
をすすぐようにしています。

仕上げ磨きをしっかりした
り、甘いものを食べたとき
はお茶を飲ませたりしていま
す。

おやつの時間を決めて、甘い
お菓子などはあまり食べさせ
ないように気をつけていま
す。

むし歯にならないよう毎日仕
上げ磨きを丁寧にしていま
す。
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やまつりこども園 矢祭小学校 矢祭中学校

年少 年中 年長 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 ３年 ３年

丸
山　

梨り

お央
さ
ん

小
柳
里り

お

な
桜
奈
さ
ん

鈴
木　

瑛え
い
と翔

さ
ん

菊
池
陽ひ

な

み
南
美
さ
ん

滑
川
市い
ち
の
す
け

ノ
助
さ
ん

鈴
木　

大や
ま
と翔
さ
ん

金
澤　

結ゆ
い
と人

さ
ん

佐
久
間
優ゆ

う
と叶

さ
ん

谷
田
部
航こ
う
す
け介
さ
ん

齋
藤　

孔こ
う
す
け助
さ
ん

金
澤　

璃り

な奈
さ
ん

石
井　

紗さ

な南
さ
ん

金
澤　

心み

ゆ優
さ
ん

小
林　

美み

ゆ由
さ
ん

尾
梶　

伶れ

な奈
さ
ん

本
田　

将ま
さ
と大

さ
ん

髙
信　

雅ま
さ
と仁

さ
ん

観
た
い
の
を　

我
慢
で
守
る　

わ
た
し
の
目

う
る
さ
い
よ　

ス
マ
ホ
の
音
と　

お
か
あ
さ
ん

家
族
と
の　

会
話
は
ず
む
よ　

０
（
ゼ
ロ
）
メ
デ
ィ
ア

目
が
近
い　

動
画
見
す
ぎ
と　

怒
る
母

そ
の
画
面　

見
つ
め
る
み
た
い
に　

僕
を
見
て

メ
デ
ィ
ア
な
し　

む
か
し
あ
そ
び
に　

花
が
咲
く

テ
レ
ビ
よ
り　

ぼ
く
の
は
な
し
で　

わ
ら
っ
て
る

ネ
ッ
ト
よ
り　

会
話
で
心
を　

つ
な
げ
よ
う

課
金
な
し　

教
え
な
い
こ
と　

顔
・
名
前

Ｓ
Ｎ
Ｓ　

君
の
情
報　

丸
分
か
り

タ
ブ
レ
ッ
ト　

上
手
に
使
う　

判
断
力

家
族
時
間　

画
面
見
る
よ
り　

顔
を
見
て

ね
ぇ
聞
い
て　

ス
マ
ホ
見
な
い
で　

こ
っ
ち
向
け

気
づ
い
て
よ　

そ
の
つ
ぶ
や
き
が　

武
器
に
な
る

考
え
た
？　

相
手
の
身
元　

載
せ
た
こ
と

開
い
た
ら　

抜
け
ら
れ
な
い
よ　

メ
デ
ィ
ア
沼

ス
マ
ホ
置
き　

目
を
見
て
語
ら
う　

家
族
時
間

行    政
N A V I

若鮎チャレンジサポート激励金交付式
１０月２１日（金）、町役場町長室において若鮎チャレン
ジサポート激励金交付式が行われました。リレー競技で全
国総体に出場した菊池聖真さん（日大東北高校３年）とロ
ボット競技で全国大会に出場した寺島響樹さん（塙工業高
校３年）と鈴木隆太さん（塙工業高校 3年）の功績を讃え、
激励金が交付されました。

髙
信　

雅ま
さ
ひ
と仁

さ
ん



行    政
N A V I

20
21

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

受
賞
報
告

　

８
月
21
日
（
日
）、
西
郷
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
本
多
守
さ
ん
と

菊
池
美
紀
さ
ん
及
び
猪
股
明
良
さ
ん

が
多
年
に
わ
た
る
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
を
讃
え

ら
れ
、
県
南
市
町
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会

連
合
会
斑
目
秀
雄
会
長
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
、
８
月
31
日

（
水
）
に
本
多
守
さ
ん
と
菊
池
美
紀

さ
ん
が
小
口
進
体
育
協
会
長
と
と
も

に
来
庁
し
、
佐
川
町
長
に
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

中
石
井
区
で

大
胴
太
鼓
等
を
新
調

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
文
化
振
興

事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う

活
動
に
必
要
な
施
設
や
設

備
の
整
備
に
対
し
て
、
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
石
井
区
で
は
、
こ
の

助
成
を
活
用
し
、
石
井
神

社
祭
典
「
豊
年
踊
り
」
及

び
子
ど
も
相
撲
で
使
用
す

る
、大
胴
太
鼓
と
旗
、ポ
ー

ル
、
物
置
を
新
調
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
層

の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

９
月
29
日
（
木
）
に
茨
城

県
日
立
市
（
小
川
春
樹
市

長
）・
高
萩
市
（
大
部
勝
規

市
長
）・
北
茨
城
市
（
豊
田

稔
市
長
）、
ま
た
10
月
14
日

（
金
）
に
群
馬
県
昭
和
村
（
堤

盛
吉
村
長
）・
川
場
村
（
外

山
京
太
郎
村
長
）
を
表
敬
訪

問
を
し
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に

対
す
る
御
礼
と
と
も
に
、
各

市
町
村
に
お
け
る
今
後
の
観

光
及
び
農
業
施
策
等
に
つ
い

て
貴
重
な
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。

表敬訪問を実施

小川春樹日立市長

大部勝規高萩市長豊田稔北茨城市長

堤盛吉昭和村長外山京太郎川場村長

～婚活イベント情報～11 月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」
「はぴ福なび」は、福島県が導入した
紹介型のマッチングシステムです。
婚活を真剣に希望する男女の出会い
を応援するオンライン型のシステム
で、ご紹介の他にも会員限定の交流
会やセミナー等も行っております。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

「婚活＠体験ツアー」募集締切

「婚活＠体験ツアー」には多数のご応募をいただき締切日
前に締め切らせていただきました。参加を希望されてい
た方申し訳ございません。
※今後の「婚活イベント」等の開催予定につきましては
　お問い合わせください。

～　え　に　し　～
（１７）

結婚したいあなたを福島県が応援します

「はぴ福なび」紹介状用写真の無料撮影

「スマホで婚活」WEB で登録、ご紹介型結婚支援サービス
今なら「入会会員」優待サービス特典として写真館での
撮影無料クーポンがプレゼントされます。
期間▶令和５年３月末まで
対象者▶新規入会者、再入会者、既存会員更新者
お問い合わせ▶ふくしま結婚・子育て支援センター

「おしゃべりカフェ」open

１１月から第１日曜日、第３水曜日に開催します。
日時▶令和４年１１月６日（日）午後１時～
　　　令和４年１１月１６日（水）午後３時～
内容▶「ジェルネイル・スキンケア」の無料体験
　　　参加者による「手相・四柱推命」占いと解説
　　　（婚活プロデューサー中瀬氏がアドバイス）
婚活情報、プロフィールの登録相談も対応いたします。
【展望台のライト点灯時は開催中です】
開催予定▶ 12/4・12/21・1/18・2/5・2/15

「グループセラピー（Happy スマイル研究会）」開催

コンプレックスから解放され、心を軽くするための「グ
ループセラピーHappy スマイル研究会）」を開催します。
日時▶令和４年１１月６日（日）午前９時～
場所▶リフレッシュふるさとランド

写真館で無料撮影
「はぴ福なび」の紹介状用写真を指
定の写真館が無料で撮影します。第
一印象を決める写真を写真館で撮っ
て婚活を成功させましょう。
期間▶令和 4年 10 月 1日～
　　　令和 5年 3月 31 日
対象▶期間中にご登録、登録料納入
　　　した方



　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
近
藤
で
す
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
２
０
２
２
年
10
月

31
日
（
月
）
よ
り
し
ば
ら
く
の
期
間
、

産
休
・
育
休
の
た
め
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
一
旦
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
「
ヒ
ガ
シ
ダ
テ
待
会
室
」
も
私
一

人
で
運
営
し
て
い
た
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
一
旦
お
休
み

に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
間
に
、
他

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
の
場

の
一
つ
と
し
て
、
不
定
期
で
す
が
、
ヒ

ガ
シ
ダ
テ
待
会
室
を
開
け
る
場
合
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
所
を
始
め
て
か
ら
は
、
よ
り
沢
山

の
方
々
と
出
会
い
、
ま
た
人
と
人
と
が

出
会
い
、
想
い
が
つ
な
が
る
場
面
を
見

て
き
ま
し
た
。
お
休
み
を
い
た
だ
く
こ

と
、
さ
び
し
い
気
持
ち
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、お
休
み
期
間
を
終
え
ま
し
た
ら
、

皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

復
帰
の
時
期
は
未
定
で
す
が
、
決
ま

り
ま
し
た
ら
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
振
興
の
長

友
で
す
。

　

矢
祭
園
芸
に
て
ラ
ズ
ベ

リ
ー
の
生
産
、
商
品
化
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
た

地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
２
２
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
矢
祭

園
芸
で
生
産
し
た
ラ
ズ
ベ

リ
ー
を
販
売
し
て
い
る
グ

リ
ー
ン
ル
ー
ツ
社
の
展
示

で
す
。
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

を
ア
ー
ト
ポ
ッ
プ
様
に
全

面
協
力
い
た
だ
き
遠
く
か

ら
で
も
目
立
つ
看
板
、
訴

求
力
の
あ
る
販
促
物
を
用

意
し
ま
し
た
。
普
段
出
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
業
界

の
方
と
名
刺
交
換
も
で
き

今
後
の
活
動
に
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会

期
中
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
剪

定
、
間
引
き
で
発
生
す
る

枝
葉
を
再
利
用
し
た
ラ
ズ

ベ
リ
ー
リ
ー
フ
テ
ィ
ー
の

試
飲
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

ウ
ー
マ
ン
リ
ー
フ
、
安
産

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
ほ
ど
女
性
に
と

っ
て
よ
い
と
認
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
海
外

産
が
多
く
国
内
産
は
あ
ま

り
見
か
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
は
じ
め
て
飲
む

方
が
ほ
と
ん
ど
で
貴
重
な

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
の
リ
ー
フ
テ
ィ
ー
商

品
化
に
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
選
別
後
の
腐
敗

果
実
を
再
利
用
し
た
染
め

液
に
よ
る
草
木
染
め
に
も

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.61

PROFILE
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

左▶東京ビッグサイトでの出店の様子／右▶ラズベリーを再利用した染め物

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

宝探しから宝作りへ
　地域おこし協力隊の文化財振興担当として、矢祭町で明治大正時代
に作られていた手元焼の調査を、2年半ほどしてきました。そして昨
年の 5月には中央公民館にて調査報告となる手元焼展覧会を開催する
ことができました。それでも町民の皆様に業務の現状を知っていただ
く機会がはなはだ少ないので、広報誌上でも月々お伝えしています。
　最近では手元焼陶工・豊田六之助が作った作品の、おおよその全貌がみえるようになってきました。これから
はどんな特徴があるのかを整理したいと思っています。民俗史の観点とか制作環境の実態とか、客観的事実の情
報資料が少ない中で、もっとも重要視してきたことが、作品の美しさについて考えることでした。

協力隊の地域おこしという根本テーマを、私の担当としては、地
域掘りおこし、町の資源探索となる手元焼調査としてやってきまし
た。出来事を知ることは大切ですが、そのことの意義を分かること
も大事です。そのものが確かに有ったことを示すことと、そしてそ
れが私たちにとって輝くものであることを体験することになります。
　この文化財には宝とは書いてありません。どこかで審議されて宝
になるものでもありません。わたしたちが優れたもの、美しいもの
と体験することによって、宝となります。次号では、いくつかの見
どころを示してみようと思います。

PROFILE
長友英雄【ながともひでお】
東京都世田谷区出身。前職は
障がい者支援。担当業務はラ
ズベリー振興。

PROFILE
酒井智美【さかいともみ】
千 葉 県 柏 市 出 身。 前 職 は 
パティシエ。担当業務はラズ
ベリー振興。

22

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞
趣味。担当業務は町文化

23
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俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

藷い
も
め
し飯

や
遠
き
飢
え
の
日
思
い
け
り

初
秋
刀
魚
き
れ
い
に
食
べ
て
又
老
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

知
恵
者
で
も
熊
に
は
勝
て
ず
要
注
意

晩
秋
の
天
向
け
は
ね
し
池
の
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

主
な
き
犬
の
遠
吠
え
十
三
夜

棚
が
け
の
味
一
番
の
今
年
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

義
利
事
の
重
な
る
日
々
や
花
八
ッ
手

追
憶
は
良
き
こ
と
ば
か
り
根
深
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

25

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
十
月
詠
草

こ
ん
な
に
も
見
詰
め
合
い
た
る
事
あ
り
や

遺
影
の
あ
な
た
に
恋
す
る
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

金
木も
く
せ
い犀

の
香
り
ほ
の
か
に
た
だ
よ
い
て

改
め
て
知
る
秋
の
お
と
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

球
根
で
増
え
ゆ
く
と
い
う
彼
岸
花

燃
え
い
る
よ
う
に
何
故
に
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

吹
く
風
に
色
と
り
ど
り
の
鳥
と
な
り

木
の
葉
旅
た
つ
季
節
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

緑
濃
き
も
み
じ
の
山
道
く
ぐ
り
ぬ
け

静
か
に
揺
る
る
風
は
や
さ
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

わ
が
庭
に
今
年
も
咲
き
し
サ
フ
ラ
ン
は

花
数
の
増
し
吾
を
和
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

妹
と
し
み
じ
み
母
の
在
り
し
日
を

飲
み
つ
つ
語
れ
ば
涙
こ
ぼ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域情報の案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込書
を記入していただき
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・佐川 カツエさん宅前　
　　　　（14：30頃）
・山崎 節子さん宅前
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪、猛暑日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

配達

配 達

電話

注 文登 録

なることもしばしば。 次回は 11 月 17 日 （木） に行
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地域の安全・安心のために
▶令和４年度矢祭町消防団秋季検閲

　１０月１６日（日）、令和４年度矢祭町消防団秋
季検閲が矢祭中学校校庭において挙行されました。
全４分団１７班及び役場消防隊が山村開発センター
駐車場から矢祭中学校までを行進し、全団員による
観閲、通常点検などを行ったのち部隊を解散しまし
た。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１０月４日（火）、矢祭町防犯協会東舘支部・石
井支部・矢祭支部の合同による防犯パレードが実施
されました。パレードは矢祭中学校から矢祭小学校
までのルートで進み、矢祭小学校鼓笛隊の演奏とと
もに町、防犯協会３支部、棚倉警察署関係者が防犯
意識の向上を呼びかけました。

安心・安全なまちづくり
▶防犯協会３支部合同防犯パレード

　　９月３０日（金）、福島民報社と県老人クラブ
連合会による金婚夫婦表彰が行われました。今年
も、新型コロナウイルス感染症の影響により敬老会
が中止のため、鈴木正四郎町高齢者クラブ連合会長
が１０組の対象者宅を訪れ、表彰状と記念品を贈呈
しました。

ともに歩み続けた半世紀に敬意を表して
▶金婚夫婦表彰

安全な交通の確保・交流拡大を願い
▶国道３４９号下関工区完成式

　１０月１日（土）、下関河内地内において国道
３４９号下関工区完成式が開催されました。式には
県や町、町議会、下関工区改良促進期成同盟会、用
地協力者代表、建設業者などの関係者が出席し、安
全な交通の確保と地域間交流の拡大を願うとともに
テープカットで下関工区完成を祝いました。

　１０月１３日（木）、９月に行われた矢祭中２年
生の職場体験が縁となり、実際に生徒が収穫した新
米８０キロが（株）矢祭興産から給食センターへ贈
られました。式では、職場体験を行った生徒５名が
（株）矢祭興産より新米を受け取り、給食センター
所長に手渡しました。

　１０月１１日（火）及び１２日（水）、徳島市に
おいて開催された地域力の強化に向けた全国市町
村長サミット２０２２in 徳島に佐川町長が出席し、
貴重な情報共有・意見交換・現地視察等を通じて、
今後の地域活性化の進展及び普及に対する一層の理
解を深めました。

（株）矢祭興産が新米を寄付
▶新米寄付贈呈式

貴重な情報共有・意見交換・現地視察等を実施
▶地域力の強化に向けた全国市町村長サミット2022in徳島

末永くお元気でいてください
▶高齢者町長慰問

　１０月２０日（木）、令和４年度高齢者町長慰問
が行われました。町長が各地域の民生委員や社会福
祉協議会の職員とともに７５歳以上１人暮らし高齢
者、寝たきりの高齢者、９０歳以上となった高齢者
を対象に２４６軒の高齢者宅を訪れ、慰問金を手渡
しました。
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第５回定例会
９月１２日～１６日

令
和
３
年
度
全
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
藤
田
義
広
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
意

見
書
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
で
、
議
員
７
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
日
目

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
５

日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
、
令
和
３
年
度
水
道

事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
１
件
、
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
１
件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
９
件
、
人
事
案
件
２
件
の
合
計
23
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３

３
条
第
２
項
及
び
同
法
第
２
４

１
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、

町
長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
令

和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
外

７
特
別
会
計
の
決
算
並
び
に
各

基
金
の
運
用
状
況
及
び
諸
帳

簿
、
証
書
類
に
つ
い
て
、
藤
田

義
広
、
鈴
木
一
監
査
委
員
が
、

去
る
８
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
資

料
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
資
料
を
参
考

に
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
各

会
計
と
も
計
数
等
に
誤
り
は
な

く
、
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
適
正
な

る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
25
日
、
地

方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
令
和
３
年
度
矢

祭
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
報
告
書
、
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
、
付
属
書

類
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
計

数
等
は
正
確
で
あ
り
、
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
は
適

正
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
５
８
億
５
，

４
３
万
４
，
６
１
４
円
と
な
り
、

予
算
現
額
に
対
し
て
３
億
１
，

９
３
４
万
３
８
６
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
は

５
０
億
９
，
３
３
６
万
８
，
３

６
３
円
と
な
り
、
予
算
現
額
に

対
し
て
１
０
億
７
，
９
４
０
万

６
，
６
３
７
円
の
不
用
額
が
生

じ
、
こ
の
内
４
億
７
，
４
４
４

万
２
千
円
が
繰
越
費
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
的
な
不
用
額
は

６
億
４
９
６
万
４
，
６
３
７
円

と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の

町
税
は
、
令
和
３
年
度
末
現
在

に
お
い
て
３
，
４
７
７
万
３
，

８
９
４
円
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
収
納
率

が
０
・
３
％
上
が
っ
て
お
り
、

滞
納
整
理
グ
ル
ー
プ
が
新
設
さ

れ
た
成
果
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
本
年
度
の

実
質
収
支
額
は
６
億
２
，
１
６

８
万
５
，
２
５
１
円
で
、
前
年

度
の
実
質
収
支
額
を
差
し
引

き
ま
す
と
単
年
度
収
支
額
は

２
億
７
，
２
０
８
万
７
千
円
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
基
金
積

立
金
４
億
８
８
３
万
４
千
円
を

加
え
、
基
金
取
り
崩
し
額
２
億

８
，
２
０
７
万
５
千
円
を
差
し

引
き
ま
す
と
、
実
質
単
年
度
収

支
額
は
７
億
３
５
１
万
２
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
令
和
３
年

度
の
積
立
額
は
５
，
５
１
５
万

４
千
円
で
、
取
り
崩
し
額
は
０

円
で
す
の
で
、
令
和
３
年
度
末

現
在
高
は
１
５
億
９
，
３
８
２

万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
発
行
額
は
５
億
３
，

６
９
９
万
７
千
円
で
、
償
還
額

が
８
億
２
，
２
４
６
万
４
千
円

で
あ
り
、
令
和
３
年
度
末
残
高

は
４
８
億
９
，
６
８
８
万
８
千

円
と
な
り
、
前
年
度
末
よ
り
も

２
億
７
，
５
６
２
万
５
千
円
の

減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞
納

額
）
は
、
２
，
６
７
９
万
１
，

３
１
６
円
で
、
昨
年
度
よ
り
１
，

８
１
４
万
９
，
９
４
０
円
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
事

業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
上
か

ら
も
、
未
収
入
額
の
徴
収
に

は
、
な
お
一
層
の
努
力
を
願
い

ま
す
。
そ
の
他
６
特
別
会
計
は
、

一
部
の
会
計
に
お
い
て
収
入
未

済
額
（
滞
納
額
）
が
生
じ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
事
業
運
営
の
重

要
な
財
源
で
あ
り
、
負
担
の
公

平
性
及
び
受
益
者
負
担
の
原
則

の
観
点
か
ら
も
滞
納
整
理
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
基
金

に
つ
い
て
は
目
的
に
従
い
、
確

実
か
つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

営
業
収
益
は
７
，
２
７
７
万

８
５
０
円
で
、
営
業
費
用
が
１

億
２
，
１
３
２
万
３
，
１
２
２

円
と
な
り
、
営
業
面
に
お
い
て

は
４
，
８
５
５
万
２
，
２
７
２

円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
営
業
外
収
益
で
一

般
会
計
補
助
金
、
長
期
前
受

金
戻
入
、
雑
収
入
の
合
計
７
，

３
２
１
万
４
，
４
５
２
円
を
加

え
、
支
払
利
息
及
び
企
業
債

取
扱
諸
費
１
，
７
７
７
万
４
，

９
６
５
円
を
差
し
引
く
と
、

６
８
８
万
７
，
２
１
５
円
の
経

常
利
益
と
な
っ
て
お
り
、
当

年
度
純
利
益
は
６
８
８
万
７
，

２
１
５
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
使
用
料
の
未
収
金
（
滞

納
額
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
８
６
万
７
，
５
６
２

円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
同
様
、
徴
収
に
努
力
さ
れ
た

こ
と
が
伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
公
平
性
及
び
受
益
者

負
担
の
原
則
の
観
点
、
ま
た
、

水
道
事
業
の
中
で
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
未
収
金

（
滞
納
額
）
の
回
収
に
は
、
更

な
る
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
末
残
高
は
６
億
３
，

６
８
１
万
９
，
０
１
２
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
来
の
目
的
で
あ
り

ま
す
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
推

進
す
る
た
め
、
中
長
期
的
か
つ

経
営
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

業
務
運
営
の
推
進
を
図
り
経
営

改
善
に
資
す
る
よ
う
、
な
お
一

層
の
努
力
を
要
望
し
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で

は
、
毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

の
決
算
で
は
、
実
質
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤

字
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
要
旨
）

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

藤　

田　

義　

広

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

一

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定

第
１
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
２
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
認
定
第
３
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
４
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
５

号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
６
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
７
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
８
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
認
定
（
認
定
第
９
号
）

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
８

号
は
、
去
る
８
月
２
日
か
ら
５

日
ま
で
の
４
日
間
、
認
定
第
９

号
は
、
去
る
７
月
25
日
に
監
査

2829

財
政
健
全
化
判
断
比
率

決算審議の様子

特

別

会

計

一

般

会

計

決

算

認

定

決

算

報

告

水
道
事
業
会
計



第
72
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
介
護
給
付
費

負
担
金
、
調
整
交
付
金
、
前
年

度
繰
越
金
の
増
、
第
一
号
被
保

険
者
保
険
料
の
減
、
歳
出
に
お

け
る
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
、
償
還
金
、
一
般
会
計
繰

出
金
、
予
備
費
の
増
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
73
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
普
通
徴
収
保

険
料
の
増
、
特
別
徴
収
保
険
料
、

前
年
度
繰
越
金
の
減
、
歳
出
に

お
け
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
の
増
、
予
備
費
の

減
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
74
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
減
に
伴
う
、
歳
出
に
お
け

る
予
備
費
の
減
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
75

号
）

　

収
益
的
収
入
に
お
け
る
一
般

会
計
補
助
金
の
増
、
収
益
的
支

出
に
お
け
る
営
業
費
用
の
配
水

池
等
水
道
施
設
電
気
料
、
馬
渡

戸
給
水
施
設
深
井
戸
ポ
ン
プ
修

繕
費
等
の
増
、
普
通
旅
費
の

減
、
資
本
的
収
入
に
お
け
る
一

般
会
計
補
助
金
の
増
、
資
本
的

支
出
に
お
け
る
メ
ー
タ
ー
器
購

入
費
の
増
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
１
、
２
号
）

　

福
島
地
方
法
務
局
長
よ
り
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が

あ
っ
た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員

法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
さ

れ
ま
し
た
。

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 　 般 　 会 　 計 4,060,730 413,624 4,474,354

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 603,162 △ 832 602,330

工 場 団 地 造 成 事 業 1,564 41 1,605

宅 地 造 成 事 業 6,083 △ 2 6,081

農業集落排水処理事業 36,420 550 36,970

介 護 保 険 568,642 115,289 683,931

後期高齢者医療保険 139,759 △ 491 139,268

霊 園 事 業 512 △ 17 495

水道事業会計

収益的収入 137,105 3,284 140,389

収益的支出 136,751 3,638 140,389

資本的収入 40,871 19 40,890

資本的支出 67,798 39 67,837

令和４年度各会計別予算補正状況（議案第67号～75号）
（単位：円）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
　

佐
川　

潔
子　

氏

佐
藤　
　

裕　

氏

3031

委
員
の
審
査
に
付
し
ま
し
た
の

で
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し

て
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の

で
す
。

◎
専
決
第
８
号　

令
和
４
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
65
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
案
第
66
号
）

　

人
事
院
規
則
等
の
改
正
に
伴

い
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
・

介
護
休
暇
等
の
取
得
要
件
を
緩

和
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
67
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
森
林
環
境
譲

与
税
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
負
担
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助

金
、
前
年
度
繰
越
金
等
の
増
、

減
債
基
金
積
立
金
の
減
、
歳
出

に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
積
立

金
、
減
債
基
金
積
立
金
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
お
け
る
医
師

等
へ
の
報
償
金
、
保
健
衛
生
費

に
お
け
る
国
県
支
出
金
等
過
年

度
返
還
金
、
水
道
事
業
会
計
補

助
金
、
橋
名
板
設
置
委
託
料
、

林
道
費
に
お
け
る
グ
レ
ー
チ
ン

グ
等
の
消
耗
品
費
、
観
光
地
整

備
測
量
設
計
委
託
料
、
親
水
公

園
内
の
土
地
購
入
費
の
増
、
森

林
環
境
譲
与
税
積
立
金
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
報
酬
の
減
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
68
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
、
前
年
度
繰
越
金
の

減
、
歳
出
に
お
け
る
振
替
手
数

料
、
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

の
増
、
予
備
費
の
減
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
69
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
に
伴
う
、
歳
出
に
お
け

る
工
場
団
地
造
成
事
業
費
の
増

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
70
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
減
に
伴
う
、
歳
出
に
お
け

る
予
備
費
の
減
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
71
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
に
伴
う
、
歳
出
に
お
け

る
予
備
費
の
増
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
（
報
告
第
７
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た
団

体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
化
を

促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
と
公

営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
が
、
平

成
19
年
度
決
算
よ
り
議
会
へ
の
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
同
法
第
３
条
第
１
項
及
び
第

22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。

人

事

案

件

◎
福
島
県
保
育
連
絡
会　

大
宮

勇
雄
様
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り

ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
た
め
に
配
置
基
準

引
き
上
げ
に
よ
る
保
育
士
増
員

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

◎
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お

け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
４
号
）

　

可
決
し
た
意
見
書
を
政
府
行

政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し

た
。

陳　
　
　

情

請　

願
・
陳　

情

意　

見　

書

報　

　

告

条　

　

例

　 基 金 名 　 令和３年度末現在高

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 1,593,826,883

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 100,009,975

矢 祭 町 減 債 基 金 401,301,917

矢祭町２１・ふるさと人づくり基金 95,808,463

矢 祭 町 ふ る さ と づ く り 基 金 16,027,024

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,867

矢 祭 町 福 祉 基 金 465,617,416

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,395,127

矢 祭 町 地 域 産 業 振 興 基 金 300,382,432

矢 祭 町 学 校 基 金 15,546,209

矢 祭 町 髙 田 基 金 103,542,054

矢祭もったいない図書館基金 1,138,536

矢 祭 町 公 共 施 設 等 整 備 基 金 700,107,351

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 26,921,556

合 計 3,830,688,810

令和４年度一般会計予算補正状況（専決第８号）
（単位：千円）　

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,058,369 2,361 4,060,730

令和３年度　基金別決算状況
（単位：円）

専

決

処

分

補

正

予

算

　請願、陳情はその取扱いを議会運営

委員会で協議します。12 月定例会に

請願、陳情をされる方は令和４年 11

月 25日までに提出願います。



思
う
が
、
そ
う
い
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
す
ぐ
に
で
も
立
ち
上

げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の

意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

行
政
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
育

の
授
業
で
の
マ
ス
ク
や
接
触
等

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

屋
内
で
は
マ
ス
ク
を
し
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

き
つ
い
運
動
の
際
に
は
マ
ス
ク

を
外
し
て
、
間
隔
を
取
っ
て
行

う
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
夏

場
は
熱
中
症
対
策
を
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
屋

外
、
屋
内
問
わ
ず
マ
ス
ク
を
外

し
て
活
動
さ
せ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
　

運
動
時
に
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
は
、
強
制
な
の
か
、
任
意

な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

指
導
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒

が
外
し
た
く
な
い
と
固
持
し
た

場
合
は
強
制
す
る
も
の
で
は
な

い
。

　
　

プ
ー
ル
に
入
る
場
合
の
指

導
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

プ
ー
ル
の
水
は
塩
素
で
毒
素

が
消
え
る
た
め
、
中
に
入
っ
て

い
る
際
に
感
染
し
た
と
い
う
例

は
今
ま
で
な
い
。
た
だ
、
更
衣

室
等
で
は
密
に
な
る
の
で
き
ち

ん
と
マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
指

導
を
し
て
い
る
。

　
　

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
生

徒
と
意
見
が
違
う
場
合
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

学
校
と
し
て
は
、
授
業
を
進

め
た
り
、
子
供
た
ち
の
安
全
を

守
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
律

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
の

で
、
繰
り
返
し
理
解
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
話
を
し
て
い

く
。
保
護
者
に
対
し
て
も
同
じ

よ
う
に
繰
り
返
し
説
明
を
し
て

い
る
が
、
法
律
に
の
っ
と
っ
た

も
の
以
外
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
お
互
い
に
話
を
し
な
が
ら

方
向
修
正
を
す
る
場
合
も
あ

る
。

　
　

学
校
だ
け
で
対
応
で
き
な

い
、
教
育
委
員
会
へ
直
接
ク

レ
ー
ム
を
言
っ
て
く
る
よ
う
な

事
案
は
あ
っ
た
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

何
件
か
あ
っ
た
が
、
ご
理
解

し
て
い
た
だ
く
よ
う
丁
寧
に
話

を
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
意

見
も
十
分
に
聞
き
取
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
大
人
が
先
生
の

実
名
を
出
し
て
批
判
す
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
る
機
会
は
あ
る

か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

子
供
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
の
で
、
学
校
単

位
で
時
間
を
つ
く
っ
て
裏
サ
イ

ト
を
確
認
す
る
作
業
は
行
っ
て

い
る
。

　
　

子
供
が
先
生
に
手
を
出
し

て
き
た
場
合
、
学
校
側
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

そ
う
い
う
場
合
に
は
、
子
供

を
壁
や
床
に
押
さ
え
つ
け
た
り

し
な
が
ら
、
ほ
か
の
子
供
の
安

全
を
守
る
防
衛
は
許
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
寄
り
添
っ
た

教
育
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　

運
動
系
の
ク
ラ
ブ
活
動

で
、
マ
ス
ク
、
声
、
距
離
、
接
触
、

対
外
試
合
、
大
会
等
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

体
育
の
授
業
と
同
様
に
、
マ

ス
ク
を
外
す
場
合
と
つ
け
る
場

合
の
め
り
張
り
を
つ
け
た
指
導

を
行
っ
て
お
り
、
感
染
防
止
も

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
。
対

外
試
合
は
、
中
体
連
の
申
し
合

わ
せ
や
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状

況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　

以
前
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
お

い
て
外
部
指
導
者
の
話
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

現
在
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で

２
名
、
特
設
水
泳
部
で
１
名
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　

１
日
２
時
間
で
、
15
時
か

ら
17
時
ま
で
の
時
間
帯
で
よ
ろ

し
い
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

基
本
的
に
は
そ
れ
で
お
願
い

し
て
い
る
。　

　
　

遠
征
に
行
く
場
合
な
ど
、

長
時
間
に
な
る
場
合
の
報
酬
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

外
部
指
導
者
は
報
酬
等
が
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

中
学
校
の
野
球
部
は
現
在

休
部
な
の
か
、
廃
部
な
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

平
成
28
年
度
と
29
年
度
の
部

員
が
ゼ
ロ
で
、
２
年
間
休
部
状

態
と
な
っ
て
い
た
が
、
29
年
度

末
で
廃
部
と
な
っ
た
。

　
　

３
校
の
生
徒
を
１
チ
ー
ム

に
し
て
参
加
す
る
学
校
も
あ
る

が
、
１
人
で
も
希
望
者
が
い
れ

ば
行
う
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か

伺
う
。

　
　

教
育
長

　

１
名
で
も
部
活
動
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
顧
問

教
師
を
つ
け
る
作
業
が
必
要
と

な
る
。
た
だ
、
中
学
校
の
部
活

動
を
地
域
に
移
行
し
て
い
く
こ

と
が
令
和
５
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
い
く
の
で
、
広
域
的
な
連
携

を
保
ち
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
選
択

の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

美
術
や
書
道
の
専
門
的
な

指
導
者
が
、
小
学
校
や
中
学
校

に
赴
任
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

中
学
校
で
は
書
道
、
美
術
、

　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
利
用
者
の

少
な
い
地
方
路
線
の
２
０
１
９

年
度
収
支
を
初
め
て
公
表
し
た

が
、
水
郡
線
の
厳
し
い
経
営
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ん

も
大
事
な
公
共
交
通
機
関
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
た
と

思
う
が
、
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

Ｊ
Ｒ
の
発
表
は
、
廃
線
を
目

的
に
公
表
し
た
も
の
で
は
な
い

と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
や
水
郡
線
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
関
係
行
政
間
の
連
帯
感
を

持
ち
な
が
ら
、
今
後
対
処
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

乗
客
数
の
増
加
対
策
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
周
辺
自
治
体

に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
住
民

一
丸
と
な
っ
た
活
性
化
の
機
運

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
、
具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

水
郡
線
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
が
４
月
か
ら
始
ま
り
、
棚
倉

駅
を
降
車
駅
に
す
る
こ
と
も
今

後
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。
今
後
は
地
理
的
な
資
源

の
中
で
の
水
郡
線
の
活
性
化
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

東
館
駅
周
辺
整
備
を
進
め
る

た
め
の
基
礎
調
査
報
告
書
を
Ｊ

Ｒ
本
社
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
、
現
在
回
答
を
待
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
の

ス
リ
ム
化
事
業
が
完
了
次
第
速

や
か
に
東
館
駅
の
改
修
工
事
に

着
手
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

令
和
４
年
度
当
初
に
掲
げ

た
主
要
施
策
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
各
種
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
規
模
の
縮

小
や
中
止
、
延
期
を
し
た
事
業

や
工
事
の
発
注
が
遅
れ
て
い
る

事
業
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
事

業
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

　
　

若
者
が
町
に
残
れ
る
、
帰

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
高

校
生
・
大
学
生
移
住
定
住
促
進

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

町
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
策
の
具
体
的
な
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
町
出
身
の
大
学
生
と
の

ウ
ェ
ブ
会
議
を
４
回
行
っ
た

が
、
働
く
場
所
や
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
な
ど
の
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。
今
後
、
子
ど
も
議
会

を
は
じ
め
、
中
学
生
、
高
校
生
、

町
出
身
者
の
子
供
た
ち
と
の
対

話
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
っ
た
と

こ
ろ
に
特
色
が
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

Ｄ
Ｘ
推
進
と
い
っ
た
社
会
づ

く
り
の
中
で
、
子
供
た
ち
の
１

歩
先
に
進
ん
だ
考
え
方
を
行
政

で
も
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
は
持
っ
て

い
る
。

　
　

東
白
衛
生
組
合
の
ご
み
出

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

新
聞
折
込
チ
ラ
シ
類
は
新
聞
と

仕
分
け
て
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

チ
ラ
シ
も
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と

し
て
回
収
し
て
い
る
自
治
体
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
焼
却
処
分

を
せ
ず
再
利
用
す
る
こ
と
は
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
や
森
林
保
護
等

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
と
し
て
も
同
様
に
考
え
て

い
る
。
東
白
衛
生
組
合
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
次
回
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
時
に
チ
ラ
シ
も
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
と

し
て
回
収
す
る
よ
う
に
記
載
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
　

米
価
の
下
落
、
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
、
依
然
と
し
て
続
く

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
等

に
よ
り
、
農
業
者
は
か
つ
て
な

い
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い

る
。
こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
独
自
の
農
業
政
策
を

し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
就
農
支
援
や
新
規
就
農

者
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
時

期
に
来
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

農
業
者
と
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
を

語
り
合
う
上
で
大
事
で
あ
る
と
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質
問　

東
館
駅
周
辺
整
備
計
画

の
見
通
し
に
つ
い
て

片野一也議員

公
共
交
通
・
一
般
・
環

境
・
産
業
行
政

質
問　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
13
日
と
14
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

問　

令
和
４
年
度
主
要
施
策
の

進
捗
状
況
と
町
総
合
計
画
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ

類
分
別
の
取
扱
い
に
つ
い
て

質
問　

農
業
者
支
援
、
後
継
者

の
確
保
・
育
成
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

藤井隆治議員

教
育
・
土
木
行
政

質
問　

小
、中
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
先
生
の
対
応
に
つ
い
て

問答

問答問

答問答問

答問答問

答問答問

答問答

問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答問

答問答問答問答



音
楽
の
専
門
の
資
格
を
持
っ
た

教
員
、
小
学
校
で
は
音
楽
、
英

語
の
支
援
員
を
配
置
し
て
、
子

供
た
ち
に
専
門
的
な
指
導
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

こ
う
い
っ
た
分
野
こ
そ
外

部
指
導
員
が
必
要
と
考
え
る

が
、
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
な

く
と
も
学
校
へ
指
導
に
来
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

教
室
内
に
資
格
を
持
っ
た
教

員
が
い
れ
ば
資
格
が
な
く
て
も

大
丈
夫
で
あ
る
。

　
　

町
に
書
道
や
絵
が
上
手
な

方
も
い
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
い

る
か
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

令
元
年
度
に
作
成
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
名
簿
が
あ

り
、
こ
れ
は
書
道
だ
け
で
な
く

様
々
な
も
の
に
指
導
や
支
援
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
１
１
２

名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
地
域

に
は
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
今
後
も
学
校
等
で
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
草

が
伸
び
て
い
て
、
球
技
な
ど
を

行
う
の
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
環
境
整

備
は
現
在
ど
の
よ
う
に
し
て
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
人
が
定

期
的
に
草
刈
り
を
し
て
い
た

が
、
草
の
成
長
に
追
い
つ
か
な

い
た
め
、
今
年
度
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
作
業
を
依
頼

し
て
除
草
作
業
を
実
施
し
た
。

今
後
も
作
業
が
追
い
つ
か
な
い

場
合
に
は
、
外
部
業
者
に
依
頼

し
て
作
業
を
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　
　

例
え
ば
、
中
学
校
や
小
学

校
で
サ
ッ
カ
ー
を
行
い
、
野
球

や
ソ
フ
ト
は
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
う
よ
う
な
考
え
方
は
い
か

が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
駐
車

場
、
各
種
競
技
の
物
品
、
放
送

機
器
等
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

利
便
性
を
考
え
る
と
小
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
代
替
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
人
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
は
、
主
に
夜

間
に
実
施
し
て
お
り
、
照
明
の

あ
る
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
現
状

ど
お
り
使
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
へ
こ
ん
で

い
た
り
、
ベ
ン
チ
が
腐
食
し
て

い
る
と
い
っ
た
話
を
聞
く
の

で
、
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

水
た
ま
り
が
で
き
た
場
合
に

は
、
使
用
団
体
に
砂
の
補
充
を

お
願
い
し
て
い
る
。
現
在
、
使

用
団
体
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
現

状
で
は
、
協
力
し
て
い
た
だ
く

に
も
負
担
が
大
き
い
た
め
、
体

協
や
使
用
団
体
と
整
備
方
法
を

協
議
し
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ベ
ン
チ
を
直
す
予
定
は
な

い
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

状
況
を
見
な
が
ら
修
繕
を
考

え
た
い
。

　
　

令
和
元
年
度
に
工
事
が
始

ま
っ
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

第
１
期
、
第
２
期
工
事
は
完

了
し
て
い
る
。
第
３
期
工
事
は

進
捗
率
が
72
％
で
、
早
期
完
成

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

将
来
的
に
は
沼
畑
地
区
ま

で
伸
ば
し
、
そ
こ
の
人
た
ち
が

国
道
１
１
８
号
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

沼
畑
地
区
に
つ
な
が
る
町
道

沼
畑
線
や
町
道
若
宮
・
前
ケ
作

線
の
拡
幅
工
事
を
実
施
し
て
い

る
の
で
、
以
前
よ
り
は
国
道

１
１
８
号
に
ス
ム
ー
ズ
に
、
安

全
に
通
行
で
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
沼
畑
か
ら

林
業
専
用
道
戸
塚
線
を
つ
な
ぐ

新
た
な
生
活
道
路
整
備
は
検
討

し
て
い
な
い
。

　
　

林
業
専
用
道
か
ら
上
野
平

へ
の
取
付
道
路
の
整
備
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
、い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

令
和
５
年
１
月
以
降
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

塙
町
上
石
井
か
ら
下
石
井

の
細
内
ま
で
農
道
が
通
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
宝
坂
方
面
ま
で
伸

ば
す
と
便
利
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う

な
計
画
は
い
か
が
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
た
に
下
石
井
地
内
か
ら
宝

坂
地
内
に
抜
け
る
道
路
と
な
る

と
、
地
形
的
に
難
し
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
検
討
は
し
て
い
な

い
。

　
　

平
成
28
年
度
に
説
明
会
が

あ
り
、
そ
の
後
戸
塚
地
区
は
何

の
進
展
も
な
い
よ
う
だ
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

山
野
井
カ
ー
ブ
の
内
側
の
用

地
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
７
月
と
翌
年
３

月
に
改
め
て
説
明
会
を
開
催

し
、
線
形
を
外
側
に
拡
幅
す
る

こ
と
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
合

意
を
得
た
。
こ
れ
を
受
け
て
令

和
３
年
度
に
山
野
井
カ
ー
ブ
付

近
の
用
地
買
収
に
着
手
し
、
本

年
度
も
引
き
続
き
早
期
工
事
着

工
に
向
け
て
用
地
買
収
を
推
進

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

令
和
３
年
に
宮
城
県
白
石

市
第
一
小
学
校
で
、
防
球
ネ
ッ

ト
が
根
元
か
ら
折
れ
児
童
２
名

が
死
傷
し
た
事
故
を
受
け
て
、

学
校
設
備
の
点
検
が
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
小
・

中
学
校
の
設
備
の
安
全
性
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

こ
ど
も
園
を
加
え
た
学
校
の

安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
毎
日

担
当
者
が
点
検
を
行
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
管
理
職
が

終
点

検
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月

木
づ
ち
な
ど
を
使
っ
て
打
音
検

査
も
行
っ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
学
校
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
危
険
性
の
高
い
も
の

は
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
事
故
防
止
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

小
学
校
に
は
つ
り
下
げ
の

エ
ア
コ
ン
が
入
っ
て
い
る
が
、

目
視
で
見
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

全
体
的
に
目
視
に
は
な
る

が
、
エ
ア
コ
ン
や
そ
の
他
の
機

材
設
備
等
は
、
定
期
的
に
専
門

業
者
が
入
っ
て
確
認
を
し
て
い

る
。

　
　

中
学
校
に
は
防
球
ネ
ッ
ト

は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
は
ま
だ
あ

る
と
思
う
が
、
定
期
的
に
打
音

検
査
を
す
る
な
ど
、
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
は
行
っ
て
い
る
。

　
　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
営

体
育
セ
ン
タ
ー
、
ス
イ
ン
ピ
ア

矢
祭
、
ふ
れ
あ
い
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
装
備
品
の
安
全
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

運
動
場
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー

は
管
理
人
と
職
員
、
ス
イ
ン
ピ

ア
矢
祭
は
職
員
が
主
要
な
も
の

を
毎
日
、
そ
の
他
設
備
は
、
月

１
回
目
視
や
器
具
に
よ
り
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。
運
動
場
と

体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
備
は
来
年

度
に
施
設
の
長
寿
命
化
に
伴
う

全
体
的
な
修
繕
工
事
を
予
定
し

お
り
、
よ
り
詳
細
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ふ
れ
あ
い
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
管
理
運
営
は
、
一
般
財
団

法
人
矢
祭
振
興
公
社
に
委
託
し

て
お
り
、
町
職
員
に
よ
る
定
期

的
な
点
検
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
施
設
に
不
具
合
等
が
発
生

し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
た
場

合
は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
速
や
か
に
修
理
交
換

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

ス
イ
ン
ピ
ア
の
照
明
塔
に

は
異
常
が
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

照
明
塔
は
現
在
使
用
し
て
い

な
い
が
、
大
規
模
改
修
工
事
の

際
に
委
託
業
者
が
点
検
を
し

て
、
異
常
は
な
い
旨
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　
　

消
費
者
庁
の
デ
ー
タ
で

は
、
自
宅
の
浴
槽
で
溺
死
さ
れ

た
方
は
、
高
齢
化
と
と
も
に
増

加
し
つ
つ
あ
る
と
訴
え
て
い

る
。
現
在
の
住
宅
改
造
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
補
助
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
対
象
者
と
し
て
、
要

介
護
１
か
ら
５
と
要
支
援
１
、２

の
方
に
助
成
す
る
も
の
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
住
宅
改
修
を
行
っ
た

場
合
に
基
準
額
20
万
円
を
上
限

に
償
還
払
い
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
矢
祭
町
高
齢
者
に

や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
住
宅
改
修
を
行
う

方
に
基
準
額
20
万
円
で
上
限
９

割
を
助
成
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
　

材
料
費
等
が
値
上
が
り
し

て
お
り
、
20
万
円
で
は
少
な
い

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
の
ほ
う
は
、
介
護

保
険
法
に
基
づ
い
て
決
ま
っ
て

お
り
、
法
が
改
正
に
な
ら
な
い

限
り
難
し
い
と
思
う
。
矢
祭
町

高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
も
国
庫
補
助
事
業
を
使
っ

て
お
り
、
基
準
の
関
係
で
難
し

い
と
考
え
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
第
７
波
に
よ
る

急
激
な
拡
大
に
つ
い
て
の
所
見

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

学
校
関
係
か
ら
職
場
な
ど
、

全
て
不
安
に
な
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
る
が
、
国
は
感
染
防
止
を

図
り
な
が
ら
経
済
活
動
を
進
め

て
い
く
と
い
う
状
況
に
き
て
い

る
。
行
政
と
し
て
は
、
感
染
防

止
対
策
を
発
信
し
な
が
ら
農
業

や
商
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
産

業
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校

で
の
感
染
状
況
と
対
応
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

４
月
下
旬
か
ら
園
、
小
・
中

で
の
感
染
者
が
増
え
、
特
に
こ

ど
も
園
で
は
感
染
者
を
抑
え
る

た
め
に
３
回
学
級
閉
鎖
を
行
っ

た
。
そ
の
後
の
休
業
明
け
で
は
、

感
染
者
の
増
加
は
な
い
。

　
　

高
齢
者
の
方
は
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
で
心
配
だ
と
か
、
情

報
が
入
っ
て
こ
な
い
の
で
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
よ
う
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
高
齢
者
の
対

応
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
者
の
４
回
目
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
と
し
て
、
60
歳
以
上

の
３
回
目
終
了
者
を
対
象
に
し

た
接
種
率
は
86
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

抗
原
検
査
等
の
活
用
も
含

め
て
、
現
在
町
が
考
え
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
等
の
無
料

配
布
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

3435
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８
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況
に
つ
い
て

質
問　

山
野
井
カ
ー
ブ
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

質
問　

公
共
施
設
（
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
）
設
備
の
安
全
に

つ
い
て

質
問　

高
齢
者
の
事
故
防
止

（
浴
槽
内
）
に
つ
い
て

健
康
福
祉
・
一
般
・
教

育
・
防
災
・
土
木
行
政

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
町
政
に
つ

い
て

　大森泰幸議員

問答問答問

答問答

問答問答問答問

答問答問答

問答問

答問答問答

問答

問答問答問

答問答

問答問答問答

答



配
布
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト

配
布
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
回

数
と
交
付
金
の
金
額
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
１
万
９
千
冊
の
販
売
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

た
が
、
２
万
49
冊
の
申
込
み
が

あ
っ
た
た
め
、
申
込
み
を
い
た

だ
い
た
全
世
帯
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
冊
数
を
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
予
算
は
、

業
務
委
託
料
、
商
品
券
デ
ザ
イ

ン
、
印
刷
費
、
人
件
費
、
郵
送

費
等
を
含
め
て
１
億
８
７
６
万

円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
各

家
庭
へ
の
給
付
を
行
っ
た
回
数

を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
で
３
年
度
目
と
な
る
。

　
　

町
民
や
農
業
者
、
商
工
業

者
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
交

付
金
を
見
通
し
な
が
ら
行
お
う

と
し
て
い
る
事
業
が
あ
れ
ば
伺

う
。　

　
　

事
業
課
長

　

農
業
者
、
商
工
業
者
を
対
象

と
す
る
燃
油
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業
、
米
価
対
策
事
業
補
助

金
、
地
産
地
消
宿
泊
プ
ラ
ン
助

成
金
、
地
産
地
消
商
品
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
店
舗

等
改
良
支
援
事
業
補
助
金
、
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
整
備
事
業
補
助

金
が
あ
る
。

　
　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
乗
客
減
少

の
発
表
に
伴
い
、
首
長
同
士
で

水
郡
線
の
存
続
に
向
け
た
話
は

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

郡
の
町
村
会
で
は
、
ま
だ
話

題
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
大

子
町
長
と
は
こ
れ
か
ら
煮
詰
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
話
は
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

で
も
廃
線
を
目
的
と
し
て
発
表

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
不

安
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
行
政

側
も
責
任
を
持
っ
て
Ｊ
Ｒ
と
対

話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

次
回
の
町
村
会
の
会
議
で

話
題
に
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

10
月
の
会
議
に
は
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

Ｊ
Ｒ
の
公
表
に
よ
り
東
館

駅
周
辺
開
発
計
画
の
再
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
重
ね

る
中
で
、
事
前
に
様
々
な
情
報

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ

の
今
後
の
経
営
方
針
や
動
向
等

を
見
極
め
な
が
ら
し
っ
か
り
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
山
、
戸
津
辺
の
桜
、

滝
川
の
里
は
、
ど
う
い
う
位
置

づ
け
で
町
づ
く
り
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
山
周
辺
の
親
水
公
園
の

整
備
が
終
わ
り
、
愛
称
も
「
矢

祭
山
鮎
の
里
公
園
」
と
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
愛
称
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
親
水
広
場
の

Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
戸
津
辺
の
桜

は
、
今
年
度
第
２
駐
車
場
の
拡

張
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
多

く
の
観
光
客
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
滝
川
の
里
は
、
駐
車
場

整
備
工
事
を
発
注
し
た
と
こ
ろ

で
、
今
後
は
遊
歩
道
の
別
ル
ー

ト
の
整
備
も
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
使
用
状
況
と
英
語
科

目
に
お
い
て
、
今
進
め
て
い
る

学
習
状
況
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
今
年
度
よ

り
自
由
持
ち
帰
り
と
し
、
家
庭

学
習
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

英
語
は
小
・
中
学
校
で
専
門
教

員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
町
独
自
で
配
置

し
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　

心
情
を
育
て
る
配
慮
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

小
学
校
で
は
、
対
人
関
係
の

ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
ス
マ

イ
ル
タ
イ
ム
と
い
う
も
の
を
毎

週
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
い
じ
め

対
策
、
い
じ
め
防
止
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
互
い
を
尊
重
し
助

け
合
う
心
を
育
て
て
い
る
。

　
　

ス
マ
イ
ル
タ
イ
ム
は
い
つ

か
ら
始
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
。

　
　

矢
祭
の
歴
史
を
社
会
科
の

副
読
本
と
し
て
作
成
し
て
い
る

と
聞
い
た
が
、
そ
の
副
読
本
の

加
筆
補
正
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

現
在
、
小
学
校
の
３
年
生
と

４
年
生
の
授
業
で
活
用
し
て
お

り
、
今
年
度
に
改
訂
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
は
、

デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
い

つ
で
も
改
訂
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
の
自
然
を
学
習
す

る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と

が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
ど
も
園
で
は
明
鳴
牧
場
や

来
る
里
の
杜
で
の
活
動
、
小
学

校
で
は
生
活
科
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
、
緑
の
少

年
団
の
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
総
合
学
習

の
一
環
で
町
の
特
産
品
に
つ
い

て
学
習
し
、
自
作
等
も
行
っ
て

い
る
。

　
　

地
域
の
人
材
を
生
か
し
た

学
習
と
し
て
、
今
行
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

地
域
人
材
を
ど
ん
ど
ん
学
校

の
中
に
取
り
入
れ
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
か
と

思
っ
て
い
る
。
学
校
も
地
域
も

一
緒
に
活
性
化
し
て
い
く
よ
う

に
、
今
後
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
学
習
が
過
密

に
な
っ
て
く
る
中
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
授
業
時
数
の
確
保
や
教
職

員
の
過
重
負
担
な
ど
が
出
て
き

て
い
る
と
思
う
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
課
題
と
今
後
の
解

決
策
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

授
業
時
数
の
確
保
と
し
て
、

県
南
地
方
の
市
町
村
で
は
夏
休

み
を
短
く
し
て
、
既
に
授
業
の

余
剰
時
間
を
確
保
し
て
い
た
。

ま
た
、
教
育
活
動
が
子
供
に
寄

り
添
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
、

時
間
を
し
っ
か
り
確
保
し
な
が

ら
も
、
先
生
や
子
供
た
ち
の
負

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え

て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

震
災
か
ら
の
復
興
と
原
発

処
理
水
の
処
理
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

風
評
被
害
は
、
国
民
も
不
安

な
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
が
、

国
と
し
て
も
安
心
・
安
全
を
発

信
し
て
い
っ
て
理
解
を
得
る
こ

と
が
前
提
だ
と
思
う
。
処
理
水

に
つ
い
て
も
長
い
時
間
を
か
け

て
国
民
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
る
。

　
　

水
害
対
策
で
、
緊
急
防
災

計
画
は
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
者
、
弱
者
等
の
要
配
慮

者
に
対
す
る
避
難
支
援
に
つ
い

て
は
、
名
簿
を
作
成
し
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

避
難
誘
導
等
を
実
施
す
る
な
ど

の
強
化
を
考
え
て
い
る
。

　
　

水
害
を
想
定
し
た
避
難
計

画
が
あ
れ
ば
内
容
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

10
月
９
日
に
県
南
の
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
水
害

を
想
定
し
た
訓
練
も
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
。

　
　

学
校
に
お
け
る
避
難
訓

練
、
緊
急
判
断
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

小
・
中
学
校
は
年
に
２
回
、

こ
ど
も
園
で
は
毎
月
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
避
難
経
路

の
確
認
、
安
全
な
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
訓
練
を
し
て
い
る
。

緊
急
判
断
に
つ
い
て
は
、
即
時

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
は
園
長
や
校
長
、
そ
の
前

後
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
と

協
議
し
判
断
し
て
い
る
。

　
　

事
業
調
整
会
議
で
の
重
点

事
業
の
進
捗
状
況
と
山
野
井

カ
ー
ブ
の
地
権
者
と
の
交
渉
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
が
要
望
し
た
事
業
の
県

南
建
設
事
務
所
の
回
答
と
し

て
、
国
道
３
４
９
号
下
関
工
区

と
小
田
川
２
工
区
は
、
９
月
末

完
成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
る
。
国
道
１
１
８
号
整
備
事

業
は
、
今
年
度
カ
ー
ブ
区
間
の

用
地
買
収
を
進
め
て
い
る
。
１

級
河
川
久
慈
川
の
堤
防
築
堤

は
、
用
地
測
量
、
道
路
詳
細
設

計
、
地
質
調
査
等
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
境
界
の
立
会
を
地

権
者
と
行
っ
て
い
く
。
久
慈
川

堆
砂
除
去
は
、
中
石
井
か
ら
東

舘
地
内
に
お
い
て
堆
砂
除
去
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
計
画

的
に
堆
砂
除
去
の
予
算
確
保
に

努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
山
野
井
カ
ー
ブ
の

地
権
者
と
の
交
渉
状
況
は
承
知

し
て
い
な
い
が
、
地
域
の
合
意

形
成
に
向
け
て
は
町
と
し
て
も

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

国
道
３
４
９
号
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ

第
二
工
場
入
口
の
信
号
機
設
置

に
つ
い
て
、
今
の
進
捗
状
況
と

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

棚
倉
警
察
署
へ
要
望
書
を
提

出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
今
後

も
強
く
陳
情
し
て
い
く
。

　
　

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
状
況

把
握
や
今
後
起
こ
り
得
る
災
害

を
想
定
す
る
た
め
に
も
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
必
要
と
思
う
。
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

ド
ロ
ー
ン
は
防
災
や
観
光
で

活
用
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
活
用
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

い
つ
頃
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
よ
う
に
な
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

担
当
課
と
打
合
せ
を
し
な
が

ら
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

10
月
の
町
村
会
で
提
起
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
提
起
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

10
月
の
町
村
会
定
例
会
で
課

題
と
し
て
出
し
て
、
水
郡
線
の

活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
水
郡
線
を
使
っ
た

イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
な
が
ら
、
活

性
化
の
中
で
観
光
列
車
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
も
ら
う
の
が

よ
い
と
思
う
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
た
が
、
本
町
で
も
受
け
た

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

４
月
に
行
わ
れ
た
小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し

た
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の

こ
と
だ
と
思
う
が
、
本
町
の
小

学
６
年
生
は
国
語
、
算
数
、
理

科
と
も
に
全
国
平
均
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
。
中
学
３
年
生

3637

質
問　

矢
祭
町
Ｊ
Ｒ
沿
線
の
町

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と

豊
か
な
自
然
、
人
情
味
あ
る
教

育
に
つ
い
て

質
問　

福
島
復
興
、
町
民
の

財
産
と
命
を
守
る
重
点
事
業

に
つ
い
て

質
問　

土
木
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

防
災
・
交
通
・
教
育
・

健
康
福
祉
行
政

質
問　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に

つ
い
て

　鈴木敏男議員

質
問　

水
郡
線
の
存
廃
に
つ
い

て質
問　

小
・
中
学
校
の
学
力
の

状
況
に
つ
い
て

問 答

問答問答問答

問

答

問 答

問

答

問 答問 答答

問答問答

問

問答

問

答問答問

答問答問答

問答問

答問答問答

問答問答問答



は
国
語
、
数
学
、
理
科
と
も
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

以
前
、
議
員
が
小
・
中
学

校
に
視
察
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。そ
の
後
、子
供
た
ち
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
の
で
来
な
い
で

下
さ
い
と
言
う
校
長
先
生
が
い

て
視
察
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

今
は
学
校
の
状
況
が
分
か
ら
な

い
。
年
に
１
、２
回
は
学
校
視
察

が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
な
の
で
、

十
分
対
策
を
取
り
な
が
ら
見
て

い
た
だ
く
こ
と
は
よ
い
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

学
校
と
話
を
し
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
も
症

状
が
風
邪
と
同
じ
と
言
う
人
が

い
る
。
分
か
ら
な
い
で
感
染
者

の
家
へ
行
っ
て
感
染
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
感
染
し

た
家
を
公
表
し
て
も
よ
い
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

個
人
の
方
の
情
報
は
公
表
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

子
供
が
感
染
す
る
と
親
も

仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
う
い
う
方
に
対
す
る

補
償
は
あ
る
か
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
考
え
る
の
か
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

補
償
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
は
い
な
い
。

　
　

夫
婦
で
仕
事
を
休
む
こ
と

に
な
る
と
生
活
が
困
窮
す
る
の

で
、
今
後
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

生
命
保
険
の
中
で
の
対
処
は

で
き
る
と
思
う
が
、
町
独
自
や

県
、
国
の
施
策
の
中
で
補
償
す

る
の
は
厳
し
い
と
思
う
。

　
　

新
聞
で
、
田
村
市
で
は
住

民
と
連
携
し
た
防
災
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
報
道

が
あ
っ
た
。
当
町
で
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
等
も
踏
ま
え
て

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

災
害
時
に
は
い
ろ
い
ろ
な

配
慮
が
必
要
な
方
が
い
る
と
思

う
の
で
、
防
災
部
署
へ
女
性
を

配
置
し
て
は
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
民
福
祉
課
の
防
災
関
係
部

署
に
は
、
担
当
者
、
担
当
グ
ル
ー

プ
長
、
担
当
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ

兼
務
で
１
名
ず
つ
い
る
。
そ
の

中
の
担
当
グ
ル
ー
プ
長
は
女
性

が
担
っ
て
い
る
。

　
　

１
人
に
負
荷
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
対
応
で

き
る
よ
う
な
形
も
整
え
て
お
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

避
難
所
開
設
の
際
に
は
、
日

赤
奉
仕
団
な
ど
の
女
性
団
体
と

も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

産
後
ケ
ア
の
利
用
者
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
利
用
者

の
人
数
が
多
く
、
利
用
す
る
の

が
大
変
だ
と
い
う
地
域
も
あ
る

が
、
町
内
で
の
課
題
は
あ
る
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

令
和
３
年
度
で
の
利
用
は
な

か
っ
た
。
課
題
に
つ
い
て
も
今

の
と
こ
ろ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

厚
生
省
の
調
査
で
、
幼
児

の
性
を
巡
る
言
動
で
親
の
４
人

に
１
人
が
対
応
に
困
っ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
当
町
で
は
ど
う
い
っ
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

小
学
校
で
は
、
全
て
の
学
年

で
性
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計

画
に
基
づ
き
学
級
活
動
、
体
育
、

道
徳
等
で
性
に
関
す
る
教
育
を

行
っ
て
い
る
。こ
ど
も
園
で
は
、

担
任
が
絵
本
を
使
っ
て
男
女
の

体
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
は
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方

が
こ
ど
も
園
と
小
・
中
学
校
に

出
向
い
て
、
毎
週
保
護
者
か
ら

の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

中
で
性
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

乳
幼
児
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
乳
幼
児
健
診
等
で
保
護

者
か
ら
の
悩
み
の
助
言
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
母
子
相
談
会

等
で
も
相
談
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
　

助
産
師
さ
ん
の
講
演
は
、

小
学
校
の
保
護
者
も
一
緒
に
聞

く
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

授
業
参
観
の
と
き
に
助
産
師

さ
ん
の
講
座
を
一
緒
に
聞
く
こ

と
は
行
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
状
況
に
よ
り
授
業
参
観
は
延

期
し
た
。
今
後
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
保
護
者
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
企

画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

性
に
関
す
る
話
を
乳
幼
児

健
診
の
際
に
入
れ
込
む
こ
と
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
　

医
師
不
足
は
否
め
ず
、
基

幹
病
院
で
あ
る
塙
厚
生
病
院
は

大
事
な
施
設
で
あ
る
と
誰
も
が

思
っ
て
い
る
。
医
師
不
足
対
策

は
県
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
方
が
話
し
合
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
村
会
で
、
県
の
医
師
会
と

東
白
医
師
会
、
県
立
医
大
に
要

望
を
毎
年
し
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
続
く
か
も
し
れ
な
い

が
、
医
師
が
来
て
も
ら
え
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

郡
内
４
町
村
が
協
力
し

て
、
医
師
の
た
め
の
住
宅
の
提

供
や
医
師
の
子
供
の
教
育
に
つ

い
て
詰
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

町
村
と
し
て
ど
う
い
っ
た
も

の
を
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
考

え
て
は
い
る
。

　
　

有
人
の
駅
で
な
い
と
サ
イ

ク
ル
ト
レ
イ
ン
拠
点
の
駅
に
な

ら
な
い
の
か
。
矢
祭
の
駅
に
も

止
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の

条
件
な
ど
の
話
は
聞
い
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

町
長

　

Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
は
、
ま

ず
棚
倉
駅
に
止
め
て
い
た
だ
く

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

ど
う
い
っ
た
条
件
で
あ
れ

ば
駅
に
止
ま
っ
て
も
ら
え
る
と

い
っ
た
話
は
上
が
っ
て
い
な
い

の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
拠
点

の
話
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

　
　

水
郡
線
の
赤
字
対
策
と
し

て
、
水
郡
線
を
使
う
協
議
会
の

よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
る
予

定
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

公
共
交
通
を
守
る
た
め
に

は
、
地
元
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
と
い
う
の
も
今
後
の
課
題

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
　

こ
ど
も
園
の
保
育
事
務
軽

減
を
図
る
た
め
に
も
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
親
と
の
連
絡
を
行
っ

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

教
育
長

　

ア
プ
リ
の
導
入
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、
本
来
の

業
務
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
事
な
の

で
、
保
育
現
場
と
慎
重
に
検
討

を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
よ

る
子
供
の
視
力
低
下
を
よ
く
聞

く
。
こ
の
問
題
で
対
策
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

令
和
３
年
７
月
の
文
部
科
学

省
通
知
の
中
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
当
た
っ
て
の
児
童
生
徒
の

目
の
健
康
な
ど
に
関
す
る
配
慮

事
項
」
が
あ
り
、
そ
の
チ
ラ
シ

を
保
護
者
に
渡
し
て
、
子
供
た

ち
に
も
そ
れ
を
指
導
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
授
業
の
中
で
30
分

以
上
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

場
面
は
な
い
。
子
供
の
目
が
悪

く
な
る
原
因
と
し
て
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
よ
り
も
家
庭
で
の
ス
マ

ホ
や
ゲ
ー
ム
、
テ
レ
ビ
等
の
影

響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
昨
年
度
立
ち
上

げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
中
で
、
や
ま
つ
り
っ
子

ネ
ッ
ト
宣
言
を
出
し
、
全
家
庭

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

例
え
ば
、
目
の
体
操
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

資
料
な
ど
は
提
示
し
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

教
育
長

　

家
庭
で
の
目
の
健
康
維
持
に

つ
い
て
は
、
保
健
だ
よ
り
や
学

校
だ
よ
り
等
で
も
呼
び
か
け
て

い
る
が
、
今
後
、
さ
ら
に
家
庭

へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

以
前
に
も
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
可
能
性
的
に
は
難
し
い
の

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

運
営
費
用
や
利
用
者
の
数
を

考
え
る
と
、
町
単
独
で
の
運
営

は
難
し
い
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

の
選
択
幅
を
広
げ
る
意
味
か
ら

も
、
町
単
位
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

広
域
的
に
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ

の
設
立
に
つ
い
て
、
今
後
、
隣

接
町
村
等
と
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
移
行
に
な
る
と
、
国

か
ら
の
補
助
が
あ
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

具
体
的
な
も
の
は
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
県
の
教
育
長

の
協
議
会
で
は
文
部
科
学
省
に

要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
予
算
的
な
こ
と
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
が
騒
が
れ
た
頃
に

町
村
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

塙
厚
生
病
院
の
中
に
コ
ロ
ナ
対

応
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
査
を

行
っ
て
き
た
と
思
う
。
そ
の
コ

ロ
ナ
チ
ー
ム
の
対
応
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

東
白
川
方
地
域
外
来
検
査
セ

ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
１
月
13

日
に
開
設
し
、
令
和
４
年
１
月

末
に
業
務
を
終
了
し
た
。
毎
週

月
、
水
、
金
曜
日
に
診
療
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
た
が
、

患
者
数
の
減
少
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
、
７
月
以
降
は
週
２
回
に
減

ら
し
て
診
療
を
行
っ
た
。

　
　

こ
こ
に
き
て
感
染
者
が
増

え
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
４
年
１

月
に
閉
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

問

質
問　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
検
討
に
つ
い
て

質
問　

医
師
不
足
対
策
に
つ
い

て

3839
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質
問　

町
民
と
連
携
し
た
防
災

の
企
画
に
つ
い
て

防
災
・
健
康
福
祉
・
交
通
・

教
育
行
政

質
問　

保
育
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

質
問　

産
後
ケ
ア
施
策
の
状
況

に
つ
い
て

質
問　

子
供
の
性
に
対
す
る

指
導
に
つ
い
て

質
問　

公
共
交
通
の
課
題
に

つ
い
て

質
問　

子
供
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使

用
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て

健
康
福
祉
行
政

質
問　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
医
療
機
関
の

対
応
に
つ
い
て

鈴木正美議員

問答問答問

答問答問

答問答問答問

答問答

問

答

問 答問

答問答問答

問

答問 答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

答答 答

問



◎
監
査
内
容

10
月
11
日
、
12
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
13
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
令
和
３
年
度
町
道
桃
木
・
滝

　

ノ
沢
線
舗
装
補
修
工
事
（
繰

　

越
）

・
令
和
３
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

　

工
事
（
繰
越
）

・
令
和
３
年
度
追
分
水
道
施
設

　

膜
ろ
過
装
置
設
置
工
事
（
繰

　

越
）

・
令
和
４
年
度
滝
川
の
里
周
辺

　

駐
車
場
整
備
工
事

・
令
和
４
年
度
基
幹
改
良
事
業

　

配
水
管
布
設
工
事

・
令
和
４
年
度
町
道
竹
ノ
内
・

　

仲
町
線
舗
装
補
修
工
事

・
令
和
３
年
度
橋
梁
災
害
復
旧

　

事
業
高
地
原
仮
橋
撤
去
工
事

　

（
繰
越
）

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認　

　

（
４
箇
所

宝
坂
字
押
舘
地
内

　

外
）

10
月
14
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
小
学
校
、
矢
祭
中
学
校
、

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
、
学
校

　

給
食
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

　

館

　

福
島
県
内
の
感
染
者
数
が
減

少
し
た
こ
と
と
、
か
か
り
つ
け

医
や
診
療
検
査
医
療
機
関
の
検

査
体
制
が
整
っ
た
た
め
と
思

う
。

　
　

町
民
か
ら
、
な
ぜ
セ
ン

タ
ー
は
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
か

と
い
う
よ
う
な
話
を
聞
く
。
ま

た
、
塙
厚
生
病
院
に
行
っ
た
ら

検
査
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

白
河
ま
で
行
っ
た
人
も
い
る
の

に
、
こ
れ
で
郡
内
の
医
療
体
制

が
整
っ
た
と
言
え
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
は
町
内
の
木
村
医
院
、

東
舘
診
療
所
で
も
検
査
は
で
き

る
の
で
、
対
応
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

セ
ン
タ
ー
を
残
し
て
し
っ

か
り
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

業
務
を
終
了
す
る
３
、
４
か

月
は
、
か
な
り
感
染
者
が
減
っ

て
き
た
た
め
、
ま
た
、
周
り
の

町
村
で
も
そ
れ
ぞ
れ
検
査
体
制

が
整
っ
た
こ
と
に
よ
り
併
せ
て

外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
が
必
要
な

く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

閉
じ
た
時
期
が
早
す
ぎ
た

と
感
じ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

当
時
、
医
師
会
か
ら
利
用
者

が
少
な
い
と
上
が
っ
て
き
て
閉

じ
た
が
、
そ
の
後
に
Ｂ
Ａ
５
の

感
染
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
時
期
的
に
は
確
か
に
悪

い
と
き
に
閉
鎖
し
た
と
感
じ

る
。
今
回
も
ま
た
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
行
政
も
責
任
を

持
っ
た
対
応
は
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月
11
日
か

ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
、
藤
田
義
広
、
鈴
木
一
監
査
委
員
は
、
財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、
工
事
内
容
と

進
捗
状
況
、
小
・
中
学
校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

定

期

監

査

実

施

4041

問答答

答

問問

10
月
24
日
（
月
）、
郡
山

市
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
」
に
お
い
て
、
県
内
の

町
村
議
会
議
員
の
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
議
員
全
員
が

参
加
し
、
東
北
大
学
大
学
院

情
報
科
学
研
究
科
准
教
授

河
村
和
徳
氏
に
よ
る
「
町
村

議
会
の
あ
り
方
と
今
後
の
議

会
改
革
」、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト

細
川
隆
三
氏
の
「
日

本
政
治
の
行
方
」
と
題
し
た

講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

★

８
月

１
日　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　
　
　

協
議
会
第
１
回
協
議
会

　
　
　

（
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
）

　
　
　

第
２
回
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

　
　
　

進
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　

ト
セ
ミ
ナ
ー
（
議
員
控

　
　
　

室
）

２
～
５
日　

決
算
審
査
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

８
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
３

　
　
　

回
定
例
会
（
白
河
市
表

　
　
　

郷
庁
舎
）

９
日　

議
員
研
修
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

　
　
　

東
白
川
地
方
監
査
委
員

　
　
　

協
議
会
総
会
（
塙
町
役

　
　
　

場
）

19
日　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
運

　
　
　

営
審
議
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

22
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
令
和
３

　
　
　

年
度
一
般
会
計
決
算
審

　
　
　

査
（
東
白
衛
生
組
合
）

23
日　

町
村
議
会
正
副
議
長
研

　
　
　

修
会
（
福
島
市　

福
島

　
　
　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
）

26
日　

議
員
研
修
（
福
島
第
一

　
　
　

原
子
力
発
電
所
）

29
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
山

　
　
　

村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

　
　
　

動
計
画
・
報
告
発
表
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

31
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
大

　
　
　

会
合
同
結
団
式
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

★

９
月

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

12
～
16
日　

第
５
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会
（
議
場
）

12
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

13
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

★

10
月

１
日　

国
道
３
４
９
号
下
関
工

　
　
　

区
完
成
式
（
下
関
河
内

　
　
　

地
内
）

４
日　

防
犯
協
会
３
支
部
合
同

　
　
　

防
犯
パ
レ
ー
ド
（
町
内
）

９
日　

県
南
地
方
総
合
防
災
訓

　
　
　

練
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
駐

　
　
　

車
場
外
）

11
～
14
日　

定
期
監
査
（
議
員

　
　
　

控
室
・
工
事
現
場
・
出

　
　
　

先
機
関
）

16
日　

消
防
団
秋
季
検
閲
（
矢

　
　
　

祭
中
学
校
）

17
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

３
回
定
例
会
（
東
白
衛

　
　
　

生
組
合
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

24
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　

（
郡
山
市　

ビ
ッ
グ
パ

　
　
　

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）

26
～
27
日　

町
村
監
査
委
員
全

　
　
　

国
研
修
会
（
東
京
都
）

監査・議会
の動き

議会議員研修会

現地踏査（追分水道施設膜ろ過装置設置工事） 書類の確認

現地踏査（防火水槽水利状況確認） 現地踏査（高地原仮橋撤去工事）

　９定例会の議会の様子を町ホ

ームページで録画配信していま

すのでご覧願います。
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固定資産税▶４期
国民健康保険税▶６期
介護保険料▶６期
後期高齢者医療保険料▶４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（水）

水道使用料▶９月～１０月分
納期限▶１１月３０日（水）
口座振替日▶１１月２５日（金）

●今月の納税
　秋の火災予防運動が、11 月 9日から 11 月 15 日までの 7日間にわたり、全国
一斉に実施されます。大切な家族や自分の命、そして財産を火災から守るため
に住宅用火災警報器や住宅用消火器の設置及び点検を行いましょう。
住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
【４つの習慣】
①寝たばこは絶対にしない、させない。／②ストーブの周りに燃えやすいもの
を置かない。／③コンロを使うときは火のそばを離れない。／④コンセントは
ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
【６つの対策】
①火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全装置の付いた機器を使
用する。／②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
１０年を目安に交換する。／③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。／④火災を小さいうちに消す
ために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。／⑤お年寄りや身体の不
自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。／⑥防火防災訓
練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を
行う。

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金

利
（
年
１
．
８
０
％
（
令
和
４

年
５
月
２
日
現
在
））
で
利
用

き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み

の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て
い
た

だ
く
か
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

　

０
‐
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ

　

ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
☎
（
０

　

３
）
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

　

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等

　

の
学
力
を
有
す
る
者
（
中
学

　

校
卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と

　

認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）

※
年
齢
・
性
別
不
問
。
但
し
、

　
　

社
会
人
枠
入
試
は
、
20
歳

　
　

以
上
で
２
年
生
以
上
の
就

　
　

労
経
験
が
あ
り
専
願
の
者

定
員

30
名

一
般
入
試

試
験
科
目
▼
国

　

語
・
数
学
・
作
文
・
面
接
／

　

受
付
期
間
▼
１
期
：
令
和
５

　

年
１
月
10
日
（
火
）
〜
１
月

26
日
（
木
）、
２
期
：
令
和

　

５
年
２
月
６
日
（
月
）
〜
２

　

月
14
日
（
火
）
／
試
験
期
日

▼
１
期
：
令
和
５
年
２
月
３

　

日
（
金
）、
２
期
：
令
和
５

　

年
２
月
17
日
（
金
）

社
会
人
枠
入
試　

試
験
科
目
▼

　

作
文
・
面
接
／
受
付
期
間
▼

　

令
和
４
年
11
月
30
日
（
水
）

　

〜
12
月
８
日
（
木
）
／
試
験

　

期
日
▼
令
和
４
年
12
月
13
日

　
（
火
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
（
白
河
市
北

　

中
川
原
３
１
３
）
☎
２
３
‐

　

３
７
０
１

確
定
申
告
を
行
う
際
に
必

要
と
な
る
「
令
和
４
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

（
令
和
４
年
２
月
〜
12
月
支
払

年
金
額
を
記
載
し
た
も
の
）

は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
令

和
５
年
１
月
上
旬
〜
中
旬
に

か
け
て
発
送
し
ま
す
。
老
齢
・

退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
全
員

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
紛

失
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
者
年
金
や
遺
族

年
金
は
非
課
税
所
得
で
す
の

で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ

　

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５

　

‐
１
１
６
５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

　

ル
）

白
河
年
金
事
務
所
で
は
、

ご
自
身
の
年
金
請
求
手
続
き

や
年
金
額
に
関
し
て
の
相
談
、

ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た
際

の
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
待

ち
時
間
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
お

手
続
き
い
た
だ
け
る
よ
う
事

前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　

例
年
、
冬
季
期
間
は
窓
口
が

大
変
混
雑
し
て
お
り
ま
す
。
ご

希
望
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お

早
め
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機

　

構
予
約
受
付
専
用
電
話
☎
０

　

５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

　
（
受
付
時
間
▼
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
（
平
日
））

※
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年

　
　

金
番
号
の
分
か
る
年
金
手

　
　

帳
等
を
ご
準
備
く
だ
さ

　
　

い
。

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時

令
和
４
年
11
月

24
日
（
木
）（
課
税
事
業

　

者
の
方
向
け
▼
午
前
10
時

　

か
ら
午
前
11
時
ま
で
／
免

　

税
事
業
者
の
方
向
け
▼
午

後
２
時
か
ら
午
後
３
時
ま

　

で
）

※
説
明
会
へ
の
参
加
に
は
、

　
　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

　
　

す
。

申
込
期
限　

令
和
４
年
11
月
18

　

日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申

　
　

込
受
付
を
終
了
い
た
し

　
　

ま
す
。

※
説
明
会
終
了
後
、
希
望

　
　

者
に
「
登
録
申
請
相
談

　
　

会
」
を
30
分
程
度
行
い

　
　

ま
す
。

会
場　

白
河
税
務
署
１
階
会
議

　

室
（
白
河
市
中
田
５
‐
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
河
税

　

務
署
法
人
課
税
部
門
☎
０
２

　

４
８
‐
２
２
‐
７
１
２
８

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

年
金
相
談
は

予
約
が
便
利
で
す

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
送
付
の
お
知
ら
せ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

は
、
専
門
相
談
員
が
家
計
や
借

金
の
状
況
等
を
伺
い
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

引
継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
借
金
返
済
が
困

難
な
方
、
借
金
に
お
悩
み
の
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

令
和
４
年
11
月
９
日

　
（
水
）
11
時
〜
15
時
（
原
則

　

予
約
制
・
予
約
締
切
日
▼
11

　

月
８
日
）

会
場　

白
河
市
中
心
市
街
地
市

　

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
イ
タ

　

ウ
ン
白
河
）（
白
河
市
本
町

　

２
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

財
務
省

　

福
島
財
務
事
務
所
理
財
課
☎

　

０
２
４
‐
５
３
３
‐
０
０
６

　

４
（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　

専
用
）
受
付
時
間
▼
月
曜
日

　

〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
８

　

時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16

　

時
30
分

※
原
則
予
約
制
と
な
り
ま

　
　

す
が
、
受
付
状
況
に
よ

　
　

り
当
日
受
付
が
可
能
な

　
　

場
合
も
あ
り
ま
す
。
お

　
　

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

　
　

い
。

里
親
ミ
ニ
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
つ
い
て
「
少

し
興
味
が
あ
る
な
」
と
い
う

方
向
け
に
、
里
親
制
度
に
つ

い
て
お
話
し
す
る
ミ
ニ
説
明

会
で
す
。

日
時

12
月
４
日
（
日
）
10
時

　

〜
11
時

会
場

矢
吹
町
複
合
施
設
Ｋ

　

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（
矢
吹
町

　

中
央
公
民
館
）
２
階
会
議

　

室
申
込
期
限

11
月
28
日
（
月
）

　

ま
で

定
員

10
名
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
河
学

　

園
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
８
‐
２
１
‐
５
２

　

１
２

借
金
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

人　口 ５,３７７人（－   10）
男 ２,６４８人（＋   １）
女 ２,７２９人（－   11）
世　帯 ２,０９７世帯（＋   １）

人の動き
１０月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、県南地方総合防災訓練に
ついて取材させていただき、防災に対す
る意識を高めていくことが非常に大切だ
と感じました。「天災は忘れた頃にやって
くる」という有名な言葉がありますが、
近年は、忘れる間もなく地震や集中豪雨
などの災害が起きているような気がしま
す。皆さんもいざという時のために十分
な備えをお願いします。　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和4年1月1日～10月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　  183件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
鈴木イツヨ 92 政一 9 / 24 中石井
髙澤　良子 75 貴男 10 / 11 関　岡
菊池　君枝 86 敏明 10 / 18 下石井
金澤　一夫 92 信弥 10 / 18 東　舘
菊池　カネ 96 幸夫 10 / 22 関　岡
塙　　一雄 85 和也 10 / 26 上関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小貫　杜和 9/25 仁士 ・ 由香里 下関河内
田部　律翔 10/8 博之 ・ 由衣 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 令
和
５
年
度
白
河
准
看
護

学
院
生
徒
募
集

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
お
知
ら
せ

里
親
ミ
ニ
説
明
会
開
催
の

お
知
ら
せ
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ま
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き
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ま
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『ふくしまからきた子』
原発事故後に福島から
引っ越してきた女の子
まや。公園で　地元の
サッカー好きな少年 “だ
いじゅ君 ”がサッカーに
誘いますが、「私、やら
ない」と断ります。二人
の子どもの交流を通じ、
原発と放射能、私たちの
未来について考える絵
本です。
（岩崎書店紹介文／矢祭
もったいない図書館）

矢祭町長 佐川 正一郎

▶ＢＳで “日本ぶらり鉄道の旅 ”ＪＲ磐越西
線という番組を見ていました。この中で、猪
苗代町に移住して絵本を創作している “松本
春野さん ”の紹介がありました。松本春野さ
んは、“ふくしまからきた子 ”の絵本をここ
で創り、原発事故の悲しい思いを語っていま
す。この絵本の中で、原発事故後に家族は離
散し、父は、福島に残り、まやは、母と母の
実家の広島市に避難しました。広島市も大戦
で、戦後の放射能汚染では、人々は、大変な
苦しみを体験しました。福島原発事故でも非
難した子どもや残った人達も差別や乱暴な言
葉をかけられ苦しい思いをしました。子ども
達も、よく学び、強く生きて行って欲しいで
す。今、世界情勢が不安な中、私たちは、平
和で安全に安心な社会をつくっていかなけれ
ばならないと思います。未来をつくる子ども
に読んで欲しい本です。

作▶松本猛、松本春野

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター11

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
　 

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 12/1 2 3
● 6か月児健康相談
　         保セ（9：30～9：45）
●リトミック
　 保セ（10：30～11：00）
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　         保セ（13：00～13：10）
● 2歳児歯科健診
　         保セ（13：10～13：20）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●ウォーキング教室

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶岩崎書店絵▶松本春野 対象▶幼児～


